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第36号　ＩＮＤＥＸ

「道21世紀新聞」は全国996カ所の
「道の駅」で配布しております。
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木下和彦駅長

東京都と山梨県の境に位置する多摩川

源流の村。「大きな自然のポケットです。山の山

の手。丹波山村」がキャッチフレーズ。日帰り温

泉「のめこい湯」、鹿肉料理が人気の軽食堂、近

くのヤマメ・ニジマスつり場、かつて日本一の長

さを誇ったローラーすべり台などは村直営です。

山梨県丹波山村2901

国道411号 0248－88－0411

大西裕駅長

金物の町三木市の西南玄関口に位置

し2400㎡の館内には三木市随一の 金物展示即売

館」があり、地元の新鮮野菜はじめ三木グルメの

鍛冶屋鍋 鍛冶屋カレー 酒米全国一の山田錦ソフ

ト、新企画の山田錦タコ焼き 刃物研ぎ 三木観光

情報などおいしさと楽しさで館内いっぱいです。

兵庫県三木市福井字三木山2426番地先

国道175号 0794－86－9500

横道嘉弘駅長

能登半島の最先端にあり、日本で唯一

受け継がれてきた「揚げ浜式製塩」の見学や、塩

づくり体験ができ、資料館では世界の塩文化も紹

介しています。揚げ浜塩の販売はもちろん、梅干

しや味噌などの加工品もあります。四季折々に展

望台から見える日本海はきれいですよ。

石川県珠洲市清水町1－ －1

国道249号 0768－87－2040

東
北
復
興
支
援
の
お
手
伝
い
が
出
来
な
い
か
。
東
日
本
大
震
災
以
来
、
誰
も
が
思
っ

た
。東
北
の
道
の
駅
を
各
地
の
道
の
駅
が
応
援
し
、支
援
を
通
し
て
誰
も
が
確
信
し
た
。

協
力
し
合
え
ば
想
像
以
上
の
力
、
勇
気
が
、
元
気
が
生
ま
れ
る
と
。
「
連
携
」
の
大
切

さ
だ
。

歳
に
な
り
全
国
で
９
９
６
カ
所
に
な
っ
た
道
の
駅
。
公
共
施
設
と
し
て
の
役

割
を
再
認
識
し
て
道
の
駅
同
士
が
連
携
を
強
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
よ
う
と
各

地
で
交
流
が
始
ま
っ
た
。

月
に
は
東
北
の
民
話
の
ふ
る
里
、
岩
手
県
遠
野
市
で
、
利

用
者
が
求
め
る
道
の
駅
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
ろ
う
と
「
全
国
『
道
の
駅
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

遠
野
」が
開
か
れ
る
。道
の
駅
の
連
携
を
目
指
す
全
国
連
絡
会
の
旗
揚
げ
で
あ
る
。

東
北
支
援
で
地
域

の
き
ず
な
再
認
識

「
東
北
ぜ
ん
ぶ
が
博
覧
会
場
」

と
す
る
東
北
観
光
博
〝
冬
の
陣
〞

「
東
北
ふ
ゆ
ま
つ
り
」
が

月
か

ら
始
ま
る
。
何
と
か
東
北
の
観
光

復
興
を
応
援
し
た
い
と
、
関
東
各

県
の
道
の
駅
で
構
成
す
る
関
東

「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
関
東
の

道
の
駅
で
も
東
北
観
光
博
の
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
す
る
な
ど
協
力
体
制

を
惜
し
ま
な
い
。
助
け
合
い
の
心

で
結
ば
れ
た
「
絆
」
は
固
い
。

道
の
駅
の
基
本
機
能
と
し
て

「
地
域
連
携
」
が
求
め
ら
れ
る
が

連
携
も
多
様
だ
。
道
の
駅
を
核
と

し
た
地
元
住
民
同
士
や
住
民
と
道

の
駅
と
の
連
携
、
近
隣
道
の
駅
同

士
の
連
携
、
他
地
域
の
道
の
駅
と

の
広
域
連
携
、
行
政
や
企
業
・
団

体
と
の
連
携
、
或
い
は
道
の
駅
と

風
景
街
道
と
の
連
携
…
…
。
道
の

駅
を
核
に
し
た
様
々
な
連
携
は
、

大
震
災
の
救
援

復
旧

復
興
で
一

層
強
ま
り
、
広
が
り
、
発
展
し
た
。

道
の
駅
も
約
１
０
０
０
カ
所
に

も
な
る
と
、
商
業
主
義
が
目
立
つ

駅
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
度
合
い
に
も

格
差
が
生
じ
て
き
た
が
、
本
来「
公

共
施
設
」
で
あ
る
。

道
の
駅
の
成
人
を
機
に
、
道
路

利
用
者
に
喜
ば
れ
る
道
の
駅
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
公
共
的
役
割
を

ど
う
担
う
か
な
ど
、
初
心
に
返
っ

て
考
え
よ
う
と
、
道
の
駅
同
士
が

利
用
者
の
声
大
切
に

意
見
交
換
し
切
磋
琢
磨
し
よ
う
と

い
う
機
運
が
、
各
地
で
盛
り
上
が

っ
て
い
る
。

本
紙
は
前
号
で
「
こ
れ
か
ら
の

道
の
駅
に
つ
い
て
」
読
者
ア
ン
ケ

ー
ト
し
た
が
、
原
点
に
返
り
、
公

共
性
を
求
め
る
意
見
が
多
数
寄
せ

ら
れ
た
。
そ
の
改
善
を
実
現
す
る

鍵
こ
そ
、
道
の
駅
の
連
携
に
他
な

ら
な
い
。
道
の
駅
同
士
の
情
報
交

換
の
場
、
道
の
駅
連
絡
会
は
、
北

海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
９
ブ

ロ
ッ
ク
で
組
織
さ
れ
、
折
々
に
話

し
合
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
で
道

の
駅
同
士
が
連
携
し
結
束
力
で
な

し
得
る
こ
と
が
あ
る
、
と
気
付
か

さ
れ
た
の
が
東
日
本
大
震
災
だ
。

全
国
連
絡
会
の
実
質
的
な
ス
タ
ー

ト
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
東

北
の
遠
野
市
で
開
催
す
る
の
も
そ

こ
に
意
味
が
あ
る
。

月

日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
「
震
災
と
東
北
復
興
」
の
報

告
の
後
、
谷
口
博
昭
芝
浦
工
業
大

学
大
学
院
教
授
が
「
道
の
駅
と
地

域
振
興
」
に
つ
い
て
講
演
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
本
田

敏
秋
遠
野
市
長
は
じ
め
各
地
区
連

絡
会
の
代
表
を
務
め
る
市
長
・
町

長
ら
が
、
道
の
駅
の
進
化
を
め
ざ

し
て
議
論
す
る
。

月に遠野で全国連絡会
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岩手県八幡平市平笠
地区で１月８日行われ
る伝統行事。宮田神社

から八坂神社まで約８㌔を厳寒の中、練り歩く。
江戸時代中期、岩手山噴火の鎮静化を祈願した
のが始まりという。‖８－９面に関連記事

特集 広がる道の駅連携 １－３面
風景街道 新たな出発 ４－５面
列島保全への課題 ６面
東北ふゆまつり ８－９面
公園、森づくりの先人 － 面
読者の声／パズル／プレゼント － 面
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福
島
道
の
駅
復
興
支
援
交
流
の
様
子

舘股秀隆駅長

伊達政宗が青年期を過ごした「岩出山」

にあり、郵便局や駐在所も設けられ、多くの方々

が安心して利用でき憩える場です。近隣には全国

でも有数の泉質を持つ鳴子温泉郷があり、温泉の

行き帰りにぜひ、当道の駅で人気の「伊達なソフ

トクリーム」を堪能して下さい。

宮城県大崎市岩出山池月字下宮道下4－1

国道 号 0229－ －2236

鈴木洋一駅長

温暖な気候で盛んな農業と酪農から新

鮮な野菜や搾りたて生乳を使うオリジナル製品の

製造・販売に力を入れています。月替わりの果物

や野菜入りソフトクリームは特に好評。農業体験

で得られた収穫を料理・試食していただく「オー

プンキッチン」も開設しています。

千葉県南房総市川田 －1

主要地方道富津館山線 0470－36－4116

和田猛店長

糖度の高さで全国に知られる桃「クリ

ーンピーチ」が特産で、ジュース、ゼリー、ケー

キ、ソフトクリームなど加工品も豊富です。香り

のよい「金ごま」、健康食品「マムシ加工品」も

有名。重要無形民俗文化財「御嶽神楽」や日本一、

二位のアーチ式石橋もお見逃しないよう。

大分県豊後大野市清川町砂田1574－1

国道502号 0974－35－2117

災
害
時
の
防
災
拠
点
も

読者アンケート

本
紙
は
前
号
で
「
こ
れ
か
ら
の
道
の
駅

に
つ
い
て
」
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
そ
の
読
者
の
声
か
ら
、
道
の
駅
へ
の

期
待
や
要
望
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。
そ

こ
に
は
、
道
の
駅
が
連
携
し
情
報
交
換
す

る
こ
と
で
向
上
を
目
指
す
ヒ
ン
ト
が
う
か

が
え
る
。

「
道
の
駅
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
大

好
き
。
出
か
け
た
と
き
、
あ
る
と
必
ず
の

ぞ
き
ま
す
」
な
ど
固
定
フ
ァ
ン
は
多
く
、

道
の
駅
に
対
す
る
道
路
利
用
者
、
国
民
の

好
感
度
は
非
常
に
高
い
。
評
価
さ
れ
る
機

能
と
し
て
「
休
憩
・
癒
し
・
ホ
ッ
と
す
る

場
」
（
愛
知
県
・
男

歳

会
社
員
）

「
旅
行
先
の
地
元
・
地
場
・
地
域
に
接
す

る
こ
と
」
（
岐
阜
県
・
男

歳

会
社

員
）
「
野
菜
・
農
産
物
な
ど
の
地
産
品
の

入
手
」（
岡
山
県
・
女

歳

パ
ー
ト
）

そ
し
て
当
然
「
ト
イ
レ
な
ど
」
（
愛
知
県

・
女

歳

ド
ラ
イ
バ
ー
）
が
上
位
を

占
め
る
。

誰
も
が
道
の
駅
を
公
共
施
設
と
し
て
認

識
し
、
だ
か
ら
こ
そ
期
待
す
る
道
の
駅
の

要
素
だ
。
「
災
害
時
の
防
災
拠
点
」
に
期

待
す
る
声
も
上
位
に
連
な
る
。
「
日
頃
か

ら
道
の
駅
で
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
開

催
を
周
知
さ
せ
る
」
（
岐
阜
県
・
女

歳
）
「
道
の
駅
で
年
に
何
度
か
防
災
訓
練

な
ど
を
し
た
ら
よ
い
」
（
秋
田
県
・
女

歳
）
…
…
。

道
の
駅
へ
の
期
待
が
高
ま
れ
ば
、
利
用

者
の
目
も
厳
し
く
な
る
。

道
の
駅
全
体
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か

り
、
そ
れ
を
土
台
に
個
々
の
駅
が
特
色
を

発
揮
す
る
。
そ
れ
に
は
、
連
絡
会
の
充
実

な
ど
互
い
の
情
報
交
換
、
意
見
交
換
、
交

流
が
大
切
だ
。
読
者
の
声
に
呼
応
す
る
よ

う
に
、
各
地
で
道
の
駅
は
連
携
を
目
指
し

て
動
き
始
め
た
。
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ふ
く
し
ま

復
興
へ
の
絆

各
地
で
交
流
会
相
次
ぐ
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神
話
博
で

し
ま
ね

結
集

島
根
県
内

カ
所
の
道
の
駅
の

連
携
組
織
「
島
根
県
道
の
駅
交
流

会
」
が
こ
の
ほ
ど
結
成
さ
れ
た
。

道
の
駅
キ
ラ
ラ
多
伎
（
出
雲

市

、
赤
来
高
原
（
飯
南
町

、
津

和
野
温
泉
な
ご
み
の
里
（
津
和
野

町
）の
３
駅
長
が
発
起
人
に
な
り
、

県
内

道
の
駅
に
連
携
組
織
設
立

を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

駅
が

賛
同
し
有
志
と
し
て
結
集
し
た
。

同
県
は
、
今
年
の
「
神
話
博
し

ま
ね
」
や
来
年
の
出
雲
大
社
遷
座

祭
な
ど
大
型
観
光
イ
ベ
ン
ト
が
続

く
が
、
各
道
の
駅
が
個
別
に
取
り

組
む
だ
け
で
は
集
客
力
に
も
限
界

が
あ
る
。
各
駅
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
で
情
報
を
共
有
し
、
情
報

発
信
力
も
高
め
る
こ
と
が
出
来

る
。
駅
グ
ル
メ
や
イ
ベ
ン
ト
の
統

一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
対
応
も

進
め
ら
れ
る
。
従
来
の
待
ち
の
姿

勢
を
転
換
し
打
っ
て
出
る
に
は
、

連
携
に
よ
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
が
欠

か
せ
な
い
、
と
判
断
し
た
。

交
流
会
設
立
の
目
的
は
、
道
の

駅
相
互
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
う

こ
と
で
「
施
設
利
用
者
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
、
併
せ
て

地
域
振
興
に
寄
与
す
る
」
と
し
て

い
る
。

具
体
的
に
は
、
各
駅
の
課
題
や

特
徴
を
探
る
勉
強
会
を
開
き
、
交

流
会
を
通
し
て
現
状
を
確
認
し
合

い
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
情
報
を
共
有

し
て
生
か
し
、
質
を
向
上
さ
せ
る
。

施
設
の
充
実
と
有
効
活
用
の
点
検

や
工
夫
、
見
直
し
も
図
る
。

さ
ら
に
行
政
と
の
連
絡
調
整
も

行
い
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の

視
察
や
研
修
も
実
施
。
災
害
発
生

時
に
活
動
出
来
る
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
発
揮
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
災
害
時
の
協
定
締
結
の
窓
口

に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

設
立
へ
の
き
っ
か
け
は
、
勉
強

会
で
東
北
道
の
駅
連
絡
会
の
「
地

域
へ
の
復
興
支
援
の
協
力
を
通
し

て
災
害
後
の
道
の
駅
の
連
携
が
強

ま
り
、
結
束
の
力
、
組
織
の
力
を

見
直
し
た
」
と
い
う
話
し
に
刺
激

さ
れ
た
こ
と
だ
。

会
長
の
小
林
勉
・
キ
ラ
ラ
多
伎

駅
長
は
「
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

展
開
な
ど
戦
略
的
な
仕
掛
け
を
考

え
人
を
引
き
込
め
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
言
い
、
事
務
局
長
の
等
農

修
・
津
和
野
温
泉
な
ご
み
の
里
駅

長
も
「
公
共
施
設
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
は
道
の
駅
の
責
務
。

交
流
会
で
力
を
合
わ
せ
利
用
者
に

愛
さ
れ
る
施
設
と
し
て
生
き
残
る

道
を
連
携
の
中
か
ら
探
り
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

こ
の
夏
、
千
葉
県
市
川
市
内
の

東
京
外
郭
環
状
道
路
工
事
予
定
地

の
空
き
地
に
、
福
島
県
の
「
道
の

駅
」
７
駅
の
屋
台
が
並
ん
だ
。

首
都
圏
復
興
支
援
市
の

参
加
で
売
り
上
げ
回
復

外
環
事
業
の
Ｐ
Ｒ
と
併
せ
、
福

島
の
復
興
を
支
援
し
よ
う
と
、
周

辺
町
会
な
ど
の
協
力
で
開
か
れ
た

地
域
交
流
の
復
興
支
援
ま
つ
り

だ
。出

店
し
た
道
の
駅
は
、
喜
多
の

郷
／
に
し
あ
い
づ
／
ば
ん
だ
い
／

裏
磐
梯
／
し
も
ご
う
／
会
津
柳
津

／
ひ
ら
た
、
の
７
駅
。
福
島
の
地

酒
を
販
売
す
る
７
駅
合
同
テ
ン
ト

も
出
し
た
。

特
産
品
や
自
慢
の
郷
土
食
の
販

売
の
ほ
か
、
伝
統
芸
能
・
女
白
虎

隊
の
窑
踊
や
子
供
た
ち
の
和
太
鼓

も
披
露
し
た
。

同
様
の
外
環
道
工
事
予
定
地
を

利
用
し
た
福
島
県
内
道
の
駅
と
の

復
興
支
援
連
携
の
試
み
は
、今
春
、

松
戸
市
で
も
町
会
や
小
中
学
校
生

ら
の
参
加
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。

様
々
な
形
の
支
援
、
連
携
が
広
が

っ
て
い
る
の
だ
。

福
島
県
は
、
地
震
・
津
波
の
被

害
に
原
発
事
故
も
加
わ
り
、
道
路

規
制
、
風
評
被
害
、
出
荷
規
制
な

ど
で
道
の
駅
の
収
益
は
落
ち
込
ん

だ
。
だ
が
、
太
平
洋
岸
の
各
駅
は

自
ら
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
住
民

の
た
め
に
営
業
を
続
け
た
。

「
道
の
駅
東
北
地
方
連
絡
会
」

を
は
じ
め
全

国
か
ら
寄
付

金
、
備
品
や

商
品
類
の
支

援
が
続
々
と

寄
せ
ら
れ
、

そ
の
連
携
の

力
で
、
異
例

の
短
期
間
で

復
旧
に
こ
ぎ

つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
の

で
あ
る
。

震
災
後
の

県
内
「
道
の

駅
」
支
援
の
経
験
や
経
営
の
危
機

感
か
ら
「
道
の
駅
」
の
連
携
機
運

は
一
気
に
高
ま
り
昨
秋
、
県
内
全

駅
長
に
よ
る
組
織「
ふ
く
し
ま
『
道

の
駅
』
交
流
会
」
が
誕
生
し
た
。

既
に
震
災
前
、
会
津
地
区
９
駅

が

集

ま

る

「
あ
い
づ『
道

の
駅
』
交
流

会
」
が
結
成

さ

れ

て

い

た
。
震
災
時

は
こ
の
交
流

会
が
真
っ
先

に
動
い
て
、

ま
ず
沿
岸
部

の
被
災
駅
を

支
援
。
そ
の

経
験
か
ら
全

県
的
交
流
会

が
生
ま
れ
た

の
だ
っ
た
。

交
流
会
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や

「
ふ
く
し
ま
道
の
駅
・
そ
ら
の
駅

ま
つ
り
」
の
実
施
な
ど
で
協
働
す

る
ほ
か
、
駅
同
士
の
情
報
交
換
を

活
発
に
行
い
、
県
外
の
道
の
駅
と

の
連
携
も
模
索
し
て
い
る
。

震
災
の
対
応
か
ら
「
道
の
駅
」

の
強
い
絆
が
生
ま
れ
て
交
流
会
が

組
織
さ
れ
、
連
携
強
化
の
活
動
が

地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
振
興

に
繋
が
っ
て
い
る
。

福
島
県
道
の
駅
連
絡
会
会
長
の

小
山
源
昭
・
道
の
駅「
し
も
ご
う
」

駅
長
は
「
福
島
の
道
の
駅
で
は
昨

年
、
首
都
圏
各
地
の
町
会
な
ど
が

開
い
て
く
れ
た
復
興
支
援
市
に
多

い
駅
で

回
以
上
参
加
、
売
り
上

げ
を
少
し
で
も
回
復
で
き
た
」
と

感
謝
し
、
交
流
会
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
た
い
と
意
気
込
む
。
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被
災
地
東
北
の
道
の
駅
「
た
ろ
う
」
か
ら

分
か
り
や
す
い
情
報
コ
ー
ナ
ー

市内の和菓子屋さんから

花の駅千曲川おすすめ品

周辺市町村の特産品

全国各地の道の駅からの特産品
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お
洒
落
な

花
の
駅

千
曲
川

フ
フ
フ
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フ
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奈
良
県
と
阪
神
高
速
が
実
験
的
に

観
光
情
報
の
発
信
と
観
光
客
誘
致
の
新
た
な
仕

組
み
と
し
て
、
奈
良
県
と
阪
神
高
速
道
路
会
社
が

協
働
し
「
秋
の
奈
良
・
吉
野
ケ
ー
タ
イ
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
を
実
験
的
に
実
施
し
て
い
る
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
携
帯
電
話
を
使
っ
て
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
で
行
う
電
子
ス
タ
ン
プ
方
式
だ
。
国
道

１
６
８

１
６
９
号

３
０
９
号
沿
線
の
吉
野
・
宇

陀
地
区
の
名
所
や
道
の
駅
に
電
子
ス
タ
ン
プ
付
き

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
配
置
。
携
帯
端
末
で
観
光
情
報
と

ス
タ
ン
プ
を
読
み
込
ん
で
手
に
入
れ
る
仕
組
み
。

阪
神
高
速
の
サ
ー
ビ
ス
「
ま
ち
か
ど
ｅ
サ
ー
ビ

ス
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
ス
タ
ン
プ
収
集
者
に
抽

選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
。
こ
の
実
験
で
誘
客
効

果
を
測
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
な
ど
を
検
討
す
る
。

道
の
駅
に
と
っ
て
は
、
県
や
阪
神
高
速
と
の
新
た

な
連
携
に
な
る
。

参
加
に
は
事
前
に
「
ま
ち
か
ど
ｅ
サ
ー
ビ
ス
」

へ
の
登
録
が
必
要
。
詳
し
く
は

‐
‐

道の駅の連携に「小さな拠点」がある。国土交通省が総務省とと
もに進める政策で、人口減少・高齢化の進展に伴い、維持・存続が
危ぶまれる集落が全国に増える中、日常生活サービス機能が集約し
た「小さな拠点」を形成し、アクセス手段を確保して、地域の生活
・経済活動を維持しようという考え方だ。
国や自治体など行政の最大の仕事は、国民の生命を守り安心を支
えることだ。急病人をどう運ぶか、輸血の血液はどのルートで運ぶ
か、暮らしの安心を支えるコミュニティの維持・活性化が求められ
る半面、担い手不足も深刻だ。
その中で「道の駅」が果たす役割が注目されている。自治体や病
院などとの連携にうってつけで、役割を果たすのに相応しいのでは
という。国交省はこの新たな連携機能の事例集を公表している。

～小さな拠点が果たす役割は大～ デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ
デ

テテテテテテテテテテテテテテテテテテテ

工
夫
を
前
面
に
押
し
出
す

道
の
駅
に
求
め
ら
れ
る
機
能
の

一
つ
が
「
地
域
連
携
」
だ
。
見
事

に
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
道
の
駅

が
あ
る
と
聞
き
、
晩
秋
の
信
濃
路

に
道
の
駅「
花
の
駅
千
曲
川
」（
長

野
県
飯
山
市
）
を
訪
ね
た
。
Ｊ
Ｒ

飯
山
線
信
濃
平
駅
に
近
い
国
道
１

１
７
号
沿
い
。
目
の
前
の
山
並
み

の
向
こ
う
は
新
潟
県
と
い
う
奥
信

濃
だ
が
、
今
春
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
施
設
は
カ
フ
ェ
の
テ
ラ
ス
も
あ

る
た
た
ず
ま
い
が
お
洒
落
だ
。

運
営
に
携
わ
る
一
般
社
団
法
人

信
州
い
い
や
ま
観
光
局
の
木
村
宏

事
業
課
長
兼
企
画
開
発
課
長
（
写

真
）
の
ひ
と
言
で
、
地
域
連
携
の

成
功
の
秘
密
が
覗
け
た
。
「
利
用

客
も
働
く
人
も
楽
し
め
る
道
の
駅

づ
く
り
を
目
指
し
て
き
た
。
そ
れ

を
可
能
に
す
る
の
は
連
携
だ
」

利
益
が
出
な
け
れ
ば
難
し
い
。

そ
れ
を
ク
リ
ア
し
た
の
が
商
品
構

成
な
ど
の
工
夫
で
あ
る
。

道
の
駅
と
言
え
ば
地
元
農
産
物

の
直
売
所
が
浮
か
ぶ
が
、
こ
こ
に

は
珍
し
く
和
菓
子
も
並
ぶ
。
市
内

店
の
和
菓
子
屋
さ
ん
か
ら
、
代

表
作
１
〜
２
品
を
出
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
「
地
域
の
人
達
の
も
の

を
沢
山
扱
う
こ
と
」
が
地
域
の
人

達
に
「
楽
し
み
な
が
ら
利
用
し
て

も
ら
う
」
秘
訣
の
よ
う
だ
。

い
ろ
ん
な
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て

商
業
施
設
の
よ
う
な
道
の
駅
が
増

え
て
い
る
中
で
、
こ
こ
の
特
色
は

直
売
所
、
食
堂
、
情
報
コ
ー
ナ
ー

な
ど
全
て
一
体
に
管
理
し
て
い
る

点
だ
。

花
の
匂
い
の
す
る
ト
イ
レ

花

の
装
飾

土
産
物
…
…
こ
こ
で
働

く
お
母
さ
ん
た
ち
が
女
性
目
線
で

自
分
た
ち
が
売
り
た
い
、
食
べ
た

い
も
の
を
考
え
た
店
づ
く
り
。
一

体
管
理
だ
か
ら
思
う
よ
う
に
工
夫

で
き
る
。

木
村
さ
ん
は
「
公
共
施
設
だ
か

ら
、
利
益
ば
か
り
を
追
求
し
な
く

て
も
い
い
は
ず
。
地
域
に
と
っ
て

良
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
言
わ
れ
れ

ば
い
い
の
で
は
。
商
業
主
義
に
走

ら
な
く
て
も
、
工
夫
す
れ
ば
そ
れ

な
り
に
利
益
も
出
る
」
と
こ
と
も

な
げ
に
言
う
。

例
え
ば
陳
列
の
工
夫
。
コ
ー
ナ

ー
が
「
花
の
駅
千
曲
川
お
す
す
め

品
」
「
周
辺
市
町
村
の
特
産
品
」

「
道
の
駅
交
流

各
地
の
特
産
品
」

な
ど
に
分
か
れ
て
分
か
り
や
す

い
。

被
災
地
東
北
の
道
の
駅
「
た
ろ

う
」
（
岩
手
県
）
か
ら
届
い
た
特

産
品
も
並
ん
で
い
た
。
各
地
と
交

流
し
て
仕
入
れ
た
り
送
っ
た
り
。

連
携
の
効
果
が
見
え
る
。

情
報
コ
ー
ナ
ー
も
特
徴
的
だ
。

チ
ラ
シ
や
地
図
、
パ
ン
フ
類
が
ボ

ー
ド
に
ピ
ン
で
留
め
て
あ
る
。
そ

こ
に
は
番
号
が
書
か
れ
、

下
の
棚
に
同
じ
番
号
の
穴

が
開
け
て
あ
っ
て
資
料
が

差
し
込
ん
で
あ
る
。
実
に

分
か
り
や
す
く
手
に
入
れ

や
す
い
。
雑
然
と
置
い
て

あ
る
だ
け
の
駅
と
は
大
違

い
だ
。
「
こ
れ
は
遠
野
の

道
の
駅
で
見
つ
け
た
展
示

方
法
の
真
似
」
と
木
村
さ

ん
。
交
流
の
成
果
と
も
言

え
る
。

木
村
さ
ん
は
、
新
た
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
「
風
景
街
道

と
の
連
携
」
だ
。
里
山
の
風
景
や

沿
道
の
花
々
で
彩
ら
れ
る
「
花
街

道
（
国
道
１
１
７
号
）
を
中
心
に

長
野
・
新
潟
両
県
を
ま
た
ぐ
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
。
そ
れ
が
「
千
曲
川

・
花
の
里
山
風
景
街
道
」
。

花
の
駅
千
曲
川
は
そ
の
ほ
ぼ
中

央
に
あ
る
。
両
隣
の
道
の
駅
と
の

連
携
、
風
景
街
道
の
活
動
を
展
開

す
る
大
勢
の
人
達
と
の
連
携
を
通

し
て
、
風
景
街
道
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

軌
道
に
乗
せ
る
役
割
だ
。

大
手
観
光
会
社
か
ら
転
身
し
た

木
村
さ
ん
な
ら
で
は
の
工
夫
で
、

道
の
駅
か
ら
風
景
街
道
を
支
援
す

る
。

山口幸太郎駅長

地元で収穫された新鮮な農産物の直売

所をはじめ、レストランや、土産物店があります。

秋には千歳の風物詩である「インディアン水車に

よるサケ捕獲風景も見られます。日本最大級の淡

水魚水槽と、千歳川の水中観察が可能な「千歳サ

ケのふるさと館」が隣接しています。

北海道千歳市花園２丁目

国道337号 0123－ －3001

新関法子店長

『風を感じ、風が見える大凧の里庄和』

では、伝統の大凧が皆様をお出迎えします。特産

品の黒豆が特にお勧めで、遠方からも大勢お求め

に来られます。駅の近くに畑があり、オーナー会

員制もあります。黒豆を使ったせんべい、まんじ

ゅう、チョコ、ロールケーキも好評です。

埼玉県春日部市上柳995

048－718－3011

戸田稔駅長

十和田湖と八幡平の中間点に位置する

観光拠点として、鹿角の特産品をはじめ周辺の物

産、名所情報も取り揃え販売・紹介しています。

日本三大ばやし「花輪ばやし」の豪華絢爛屋台展

示も。また、鹿角市はきりたんぽの発祥地で、当

駅レストランでも人気メニューです。

秋田県鹿角市花輪字新田町 －4

国道282号 0186－ －0555
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パネル討議、会場内から報告

パネル討議の様子

各ルートの資料も展示された
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「
日
本
風
景
街
道
」
の
制
度
ス
タ
ー

ト
か
ら
６
年
。
各
ル
ー
ト
代
表
ら
が
初

め
て
一
堂
に
会
し
た
「
風
景
街
道
サ
ミ

ッ
ト

あ
さ
ま
」
が

月
の
２
日
間
、

群
馬
県
嬬
恋
村
な
ど
で
開
か
れ
、
風
景

街
道
活
発
化
へ
の
新
た
な
出
発
を
誓
い

合
っ
た
。

日
本
風
景
街
道

は
、景
観
や
自
然
、

歴
史
や
文
化
な
ど

の
地
域
資
源
を
活

か
し
、
日
本
の
魅

力
や
美
し
さ
の
発

見
・
創
出
を
め
ざ

し
、
地
域
主
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る
新

た
な
道
路
空
間
づ
く
り
の
取
り
組
み

で
、
現
在
全
国
で
１
２
８
ル
ー
ト
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。

会
場
の
東
海
大
学
研
修
施
設
に
集
ま

っ
た
の
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

風
景
街
道
各
ル
ー
ト
で
活
動
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
体
、
関
連
業
界
関
係
者

ら
約
２
５
０
人
。

地
元
群
馬
、
長
野
県
６
町
村
を
窑
台

に
す
る
風
景
街
道
「
浅
間
・
白
根
・
志

賀
さ
わ
や
か
街
道
」
協
議
会
の
折
り
、

熊
川
栄
・
嬬
恋
村
長
が
「
風
景
街
道
は

ま
だ
国
民
に
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
な

い
。
全
国
レ
ベ
ル
で
関
係
者
が
交
流
を

深
め
課
題
解
決
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
べ
き
だ
」
と
提
案
、
両

県
も
賛
同
し
て
、
実
現
し
た
。

わ
が
国
で
は
現
在
、
東
日
本
大
震
災

の
復
興
と
経
済
低
迷
を
打
破
す
る
た

め
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
に
も
力
を
入

れ
た
「
観
光
立
国
」
政
策
を
国
政
の
柱

の
一
つ
に
し
て
い
る
。
地
域
振
興
の
拠

点
と
し
て
急
速
に
普
及
し
て
い
る
道
の

駅
と
風
景
街
道
と
の
連
携
強
化
は
、
日

本
全
体
を
元
気
に
す
る
有
効
な
起
爆
力

に
な
る
と
し
て
、
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
出
席
者
も
期
待
を
高

め
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
風
景
街
道
の
理
念
を
ま

と
め
た
国
交
省
「
日
本
風
景
街
道
戦
略

会
議
」
委
員
で
筑
波
大
学
大
学
院
の
石

田
東
生
教
授
が
基
調
講
演
。

「
美
し
い
日
本
の
風
景
は
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
、
人
口
減
や
高
齢
化
に
伴

う
地
方
の
歴
史
・
文
化
の
荒
廃
も
加
わ

っ
て
危
機
に
あ
る
が
、
郷
土
を
愛
す
る

人
々
が
連
携
・
協
働
す
る
風
景
街
道
の

活
動
に
よ
っ
て
、
魅
力
が
ア
ッ
プ
し
始

め
て
い
る
。

風
景
街
道
は
、
米
国
が
１
９
３
０
年

代
の
大
恐
慌
後
の
対
策
と
し
て
国
を
挙

げ
て
推
進
し
た
『
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

ェ
イ
』
に
な
ら
っ
た
政
策
だ
が
、
本
家

米
国
で
は
今
、
多
大
な
観
光
収
益
と
雇

用
を
確
保
し
て

い
る
。
わ
が
国

と
し
て
は
大
い

に
参
考
に
す
べ

き
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

続
い
て
、
同
様
に
戦
略
会
議
委
員
の

横
島
庄
治
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
、

矢
口
正
子
・
「
旅
の
手
帖
」
編
集
長
、

松
本
も
と
み
・
同
協
議
会
「
お
ち
ょ
ん

き
ね
っ
と
」
代
表
が
加
わ
り
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
全
国
各
ル

ー
ト
か
ら
の
報
告
も
交
え
「
観
光

力
」
を
磨
く
た
め
に
地
域
資
源
の

発
掘
、
人
や
地
域
な
ど
の
連
携
、

情
報
発
信
を
ど
う
進
め
る
か
な

ど
、
活
発
に
討
議
し
た
。

草
津
町
の
ホ
テ
ル
に
移
動
し
て

の
交
流
会
に
は
、
大
澤
正
明
群
馬

県
知
事
も
駆
け
つ
け

風
景
街
道

を
新
し
い
看
板
に
し
た
観
光
振
興

で
日
本
を
再
生
・
創
生
さ
せ
よ
う

と
エ
ー
ル
。
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
は

翌
日

浅
間
・
白
根
・
志
賀
さ
わ
や

か
街
道
」
を
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
視
察
。
互
い
の
苦
労
話
な
ど
も

交
わ
し
な
が
ら
意
見
交
換
し
た
。
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同
サ
ミ
ッ
ト
で
発
表
さ
れ
た
計

ル
ー
ト
の
事
例
紹
介
、
報
告
か

ら
、
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
活
動

な
ど
、
一
部
を
紹
介
す
る
。

■
浅
間
・
白
根
・
志
賀
さ
わ
や

か
街
道
（
群
馬
、
長
野
県
）

キ
ャ
ベ
ツ
農
家
の
主
婦
中
心

に
、
農
作
業
の
合
間
に
観
光
道
路

の
植
栽
、
除
草
、
ご
み
拾
い
、
ト

イ
レ
清
掃
な
ど
「
お
ち
ょ
ん
き
」

（
で
し
ゃ
ば
り
を
意
味
す
る
地
元

方
言
）
を
し
て
い
る
。
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
キ
ャ
ベ
ツ
づ
く

り
体
験
教
室
も
開
い
て
い
る
。

■
の
し
ろ
白
神
の
道（
秋
田
県
）

世
界
自
然
遺
産
白
神
山
地
の
ブ

ナ
林
、
日
本
三
大
美
林
の
秋
田
杉

樹
林
帯
、
日
本
最
大
級
の
黒
松
砂

防
林
が
あ
り
、
〝
木
の
ま
ち
〞
の

よ
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
た
散
歩
道
、

木
柵
歩
道
や
ベ
ン
チ
整
備
な
ど
を

市
民
参
加
で
進
め
て
い
る
。

■
隠
岐
風
待
ち
海
道（
島
根
県
）

配
流
の
地
、
北
前
船
寄
港
地
、

牛
突
き
な
ど
独
特
の
歴
史
・
文
化

に
加
え
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録

活
動
も
併
せ
、
火
山
活
動
と
日
本

海
の
つ
く
っ
た
自
然
や
化
石
に
触

れ
て
も
ら
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
資
源
解
説
板

や
ま
ち
歩
き
案
内
標
識
づ
く
り
、

観
察
会
を
開
催
す
る
一
方
、
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
交
流
サ
ロ
ン
を

設
け
て
い
る
。

■
萌
え
る
北
天
オ
ロ
ロ
ン
ル
ー

ト
（
北
海
道
）

有
名
観
光
地
は
あ
ま
り
な
い
と

千葉祐士駅長

昨年の台風 号による豪雨災害で大被

害を受けましたが、現在は五條市～十津川・新宮

方面の国道も開通、当道の駅が休憩の拠点になっ

ております。特産品ではこの季節、名産である冨

有柿を中心に葛を使った商品が人気。隣接宿泊施

設の開催する天体観測会が話題です。

奈良県五條市大塔町阪本225－6

国道168号 0747－35－0311

坪井寿和駅長

新鮮野菜や県指定銘柄豚ローズポーク

の精肉が並ぶ直売所も、郷土料理レストランも地

域色が満点！ 当駅オリジナル「ローズポークま

ん」はジャンボサイズ肉まんで、銘柄豚特有の旨

みを存分に味わえる逸品です。新そばもオススメ

で、ぜひ五霞のウマイもんを堪能して下さい。

茨城県五霞町幸主 －1

新国道４号 0280－84－1000

田境兵治郎駅長

筆柿は生産量で全国 ％を占める幸田

町の特産で、秋には駅周辺もたわわな実りでいっ

ぱいになります。加工品もいろいろ。「レストラ

ン笑意軒」の創作メニュー、筆柿茄子カレーは、

筆柿ペーストの甘さがカレーの辛さをまろやかに

し、独特で絶妙なハーモニーを奏でます。

愛知県幸田町須美字東山 －5

国道 号岡崎バイパス 0564－63－5171
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地元商店主と語り合いながらまちなか歩き

風景街道との連携マップを配布

（道の駅「ちちぶ」で）
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ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が

手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ

に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ

続
い
て
い
く
こ
と
を
表
現
し
た
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ⊃
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こ
ろ
だ
が
、
原
野
や
断
崖
な
ど
美

し
く
も
厳
し
い
大
自
然
と
、
ニ
シ

ン
街
道
な
ど
歴
史
構
造
の
中
で
長

年
築
き
上
げ
て
き
た
人
々
の
暮
ら

し
、
よ
そ
に
は
な
い
生
の
姿
を
見

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
昆

布
採
り
の
秘
訣
、
マ
ム
シ
対
策
な

ど
１
０
０
人
の
地
域
情
報
提
供
者

マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
た
。

■
出
羽
の
古
道

六
十
里
越
街

道
（
山
形
県
）

湯
殿
山
信
仰
で
長
年
の
う
ち
に

で
き
た
古
道
が
山
中
あ
ち
こ
ち
に

残
り
、
１
２
０
０
年
の
〝
気
〞
に

打
た
れ
る
。
還
暦
で
の
「
六
十
の

詣
で
」
は
自
身
の
リ
セ
ッ
ト
・
再

生
を
意
味
し
、
東
日
本
の
精
神
文

化
を
つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
で

案
内
板
を
整
備
中
だ
。

■
北
ア
ル
プ
ス
大
展
望
・
最
長

最
古
の
塩
の
道
ル
ー
ト
（
新
潟
、

長
野
県
）

糸
魚
川
を
起
点
と
す
る
北
ア
ル

プ
ス
越
え
の
塩
の
道
は
、
地
元
の

方
々
が
再
発
見
し
整
備
し
た
も
の

で
、
も
と
も
と
ウ
オ
ー
カ
ー
が
多

か
っ
た
が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定
を
機
に
さ
ら
に
増
え
て
き
た
。

来
年
の
再
審
査
に
向
け
地
元
で
も

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
懸

命
に
ガ
イ
ド
を
養
成
中
。
地
元
小

中
学
校
に
も
働
き
か
け
総
合
学
習

で
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

■
悠
久
の
竹
内
街
道（
大
阪
府
）

で
き
て
来
年
１
４
０
０
年
に
な

る
日
本
最
古
の
道
。
国
道
に
な
り

消
え
た
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
郷
土

史
家

人
が
一
念
発
起
し
、
面
影

を
保
存
し
歴
史
を
語
る
会
を

年

間
で

回
延
べ
３
０
０
０
人
対
象

に
続
け
て
き
た
。
市
町
村
も
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
育
て
た
若
い
語
り
部
も
増
え

て
き
た
。

■
南
い
よ
風
景
か
い
ど
う
（
愛

媛
県
）

多
様
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
参
加
し
て
い

る
の
で
、
中
心
市
街
地
の
空
き
店

舗
に
交
流
拠
点
を
開
設
、
地
道
な

活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
１
３
０
〜

１
４
０
年
前
の
す
ば
ら
し
い
酒
蔵

が
、
後
継
者
も
な
く
維
持
に
苦
し

ん
で
い
る
の
で
、
写
真
を
ポ
ス
タ

ー
に
し
、
い
ろ
ん
な
機
会
に
わ
が

ル
ー
ト
の
Ｐ
Ｒ
に
使
っ
て
い
る
。

浦田俊支配人

岡部は宇治、八女と並ぶ三大玉露産地

として知られ、本格茶室「瓢月亭」では最高級の

玉露や抹茶を創作和菓子とともに賞味いただけま

す。物産館ではシイタケ、ミカンなど季節青果物

販売のほか、静岡では朝比奈地域だけの玉露茶、

人気商品の玉露ソフトクリームも味わえます。

静岡県藤枝市岡部町新舟1214－3

県道静岡朝比奈藤枝線 054－668－0019

布川孝宏駅長

大自然の中にある道の駅で、遊歩道か

ら眺める山・川・空の広がる景色は抜群です。オ

ススメの食はやはり、地元の山菜や茸、野菜。名

物の三島町産会津地鶏も好評です。お土産には、

地域のお母さん達手づくりの紫蘇味噌揚げ「みそ

のかくれんぼ」をどうぞ。

福島県三島町川井字天屋原610

国道252号 0241－48－5677

水崎直美駅長

駒ケ岳のすばらしい眺望に旅人も思わ

ず足を休めるという木曽路の道の駅。新鮮な農産

物や山菜、マツタケ、山きのこなどの直売が人気

です。レストランの木曽牛コロッケ、すんき（無

塩の乳酸発酵漬物）カレー等のオンリーワンメニ

ューや、自家製 権兵衛伝説地粉そば が好評です。

長野県木曽町日義4730－3

国道 号 0264－23－3644

日
本
風
景
街
道

の
共
通
課
題
を
共
に
考
え

汗
を
流
し
、
知
恵
を
絞
ろ
う
と
関
連
企
業
・
団

体
、
学
識
者
ら
が
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
日

本
風
景
街
道
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
設
立
し
た
。

東
京
事
務
局
の
ほ
か
北
海
道

札
幌
市

、
中

部

静
岡
県
島
田
市

、
中
国

松
江
市

、
九
州

（
宮
崎
市
）
に
拠
点
を
設
け
た
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
組
織
で
、
法
人
、
個
人
の
正
会
員
・
賛
助

会
員
計
約
１
０
０
人
が
参
加
。
代
表
理
事
に
は

石
田
東
生
・
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
が
就
任
し

た
。風

景
街
道
の
取
り
組
み
は
こ
れ
ま
で
、
各
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
を
進
め
て
き
た
が
、

制
度
発
足
当
初
の
国
交
省
の
戦
略
会
議
は
も
と

も
と
、
各
地
の
活
動
が
交
流
・
連
携
し
、
観
光

立
国
政
策
の
柱
と
し
て
国
土
文
化
再
興
の
一
助

と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
た
。

８
月
に
東
京
都
内
で
開
い
た
設
立
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
活
動
を
続
け
る
各
地
か
ら

情
報
発
信
、
課
題
の
調
査
研
究
や
研
修
会
、
人

材
育
成
な
ど
に
当
た
る
全
国
的
な
支
援
組
織
を

求
め
る
声
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
た
め
」
全

国
組
織
と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
結
成
に
踏
み
切
っ

た
、
と
設
立
趣
旨
が
説
明
さ
れ
た
。

当
面
は
、
風
景
街
道
の
地
域
情
報
を
国
内
外

へ
発
信
す
る
案
内
人
（
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）
の

支
援
、
育
成
に
着
手
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

地
域
ご
と
に
候
補
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
進
め

て
い
る
。

課
題
は
観
光
産
業
へ
の
転
換

人
気
上
昇
中
の
ま
ち
な
か
歩
き

風
景
街
道
は
今
後
、
道
の
駅
と
の
連

携
強
化
を
め
ざ
す
と
の
方
針
を
国
土
交

通
省
が
打
ち
出
し
た
が
、
ひ
と
足
早
く

そ
ん
な
連
携
も
具
体
化
さ
せ
て
い
る
と

い
う
「
秩
父
路
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
訪

ね
た
。

秩
父
連
山
や
長
瀞
渓
谷
、
中
津
峡
、

秩
父
三
十
四
札
所
巡
り
の
あ
る
ル
ー
ト

と
い
え
ば
、
昔
か
ら
観
光
地
と
し
て
名

高
く
、
中
で
も
「
日
本
三
大
曳
山
祭
」

に
数
え
ら
れ
る
師
走
の
秩
父
夜
祭
は
数

十
万
の
人
出
で
大
混
雑
す

る
ほ
ど
。

最
近
は
、
明
治
〜
昭
和

初
期
に
建
て
ら
れ
独
特
な
趣
き
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
建
物
群
や
、
商
店
主
グ
ル
ー

プ
ら
が
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
ま
ち
お
こ
し
イ

ベ
ン
ト
を
訪
ね
る
〝
ま
ち
な
か
歩
き
〞

に
加
え
、
昨
年
テ
レ
ビ
で
人
気
を
集
め

た
ア
ニ
メ
、
通
称
『
あ
の
花
』
の
窑
台

に
な
っ
た
〝
聖
地
〞
巡
り
の
若
者
も
増

え
て
い
る
。

風
景
街
道
も
集
客
の
苦
労
は
な
さ
そ

う
に
思
え
た
が
、
ま
ち
な
か
歩
き
用
の

調
査
や
案
内
冊
子
づ
く
り
、
ガ
イ
ド
を

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ち
ち
ぶ
ま
ち

づ
く
り
工
房
」
の
市
川
均
代
表
理
事
は

や
は
り
、簡
単
な
話
で
は
な
い
と
い
う
。

「
雑
多
と
も
い
え
る
独
特
な
雰
囲
気

の
街
並
み
は
、
昔
か
ら
庶
民
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
だ
っ
た
観
音
信
仰
と
、
秩
父

銘
仙
な
ど
織
物
、
武
甲
山
の
石
灰
関
連

産
業
な
ど
の
隆
盛
に
よ
る
資
産
で
す

が
、
産
業
転
換
に
伴
う
中
心
市
街
地
の

衰
退
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
ま
ち

を
愛
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
は
今
、
風
景

街
道
を
ど
う
魅
力
的
に
す
る
か
ア
イ
デ

ア
を
競
い
実
験
し
、
反
省
し
た
り
議
論

し
た
り
と
必
死
で
す
」

空
き
店
舗
を
借
り
て
各
種
活
動
の
拠

点
に
し
、秩
父
銘
仙
や
雛
人
形
の
展
示
、

俳
句
大
会
、
語
り
部
・
ガ
イ
ド
養
成
な

ど
を
あ
れ
こ
れ
試
み
て
い
る
が
、
道
の

駅
と
の
連
携
も
そ
う
し
た
風
景
街
道
活

動
の
一
環
と
し
て
具
体
化
し
た
。

ル
ー
ト
内
に
７
つ
も
道
の
駅
が
あ
る

の
に
、
市
町
村
合
併
し

た
ば
か
り
の
事
情
も
あ

っ
て
連
携
が
不
十
分
。

そ
れ
に
気
付
い
た
市
川
さ
ん
ら
が
、
関

東
地
方
整
備
局
と
相
談
し
て
各
駅
・
行

政
連
絡
会
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
と

周
辺
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

風
景
街
道
案
内
地
図
「
よ
う
こ
そ
秩
父

の
道
の
駅
‼

を
作
成

今
春
か
ら
各
駅

で
利
用
客
に
配
布
し
始
め
た
。

道
の
駅
「
ち
ち
ぶ
」
の
大
島
育
生
支

配
人
は
「
今
年
は
秩
父
祭
屋
台
が
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

周
年

の
行
事
や
、
『
あ
の
花
』
ブ
ー
ム
な
ど

で
ま
ち
な
か
歩
き
の
人
は
増
え
て
い
ま

す
が
、
観
光
客
そ
の
も
の
が
落
ち
込
み

気
味
な
の
で
、
風
景
街
道
と
の
連
携
強

化
は
心
強
い
」
と
歓
迎
し
て
い
た
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
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日本の代表的ため池 満濃池

弥生時代の水田跡が復元された菜畑遺跡
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本著では日本の国土の

地形的・社会的特徴や国

土への働きかけの歴史が

明らかにされています。

日本人は今、何を考える

べきか、に気づくことの

出来る好著。

発行：中央公論新社

定価：882円（本体840円）

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著
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自
然
堤
防
後
背
地
を
利
用

そ
の
後
新
た
な
技
術
が
朝
鮮
半

島
な
ど
か
ら
伝
わ
り
、
沖
積
平
野

に
用
水
を
つ
く
っ
て
灌
昷
を
用
い

た
水
田
が
開
発
さ
れ
た
。
鉄
器
が

も
た
ら
さ
れ
、
集
団

と
し
て
の
組
織
力
が

整
備
さ
れ
、
小
河
川

の
流
域
の
沖
積
平
野
に
用
水
灌
昷

を
必
要
と
す
る
水
田
が
開
発
さ
れ

た
の
だ
。

当
初
、
堰
は
水
の
利
用
可
能
量

も
小
さ
く
、
取
水
も
不
安
定
で
旱

魃
に
よ
る
被
害
が
た
び
た
び
起
こ

り
、
や
が
て
た
め
池
と
い
う
画
期

的
な
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ

れ
が
湿
田
か
ら
乾
田
へ
の
移
行
を

生
ん
だ
。
乾
田
と
は
、
稲
を
植
え

る
前
の
水
を
入
れ
な
い
時
は
乾
い

て
畑
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
田
で

あ
る
。
年
中
水
に
浸
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
乾
燥
期
も
あ
る
た
め

地
盤
が
し
っ
か
り
し
て
、
作
業
効

率
が
非
常
に
よ
い
。
自
然
の
低
湿

地
を
湿
田
と
し
て
利
用
し
た
時
代

か
ら
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
水

を
田
畑
に
導
く
こ
と
で
米
の
生
産

を
行
う
、
き
わ
め
て
高
度
な
米
作

生
産
の
時
代
に
入
っ
た
の
だ
。

こ
れ
は
、
た
め
池
を
つ
く
る
と

い
う
国
土
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
成
果
だ
。
た
め
池
を

つ
く
る
に
は
水
が
漏
れ
な
い
よ
う

築
堤
し
、
水
圧
の
か
か
る
池
の
底

部
か
ら
水
を
引
く
施
設
が
必
要
と

な
る
な
ど
、
技
術
力
が
要
求
さ
れ

る
。
渡
来
人
の
技
術
力
を
借
り
、

こ
う
し
た
た
め
池
を
建
設
し
た
。

こ
の
時
代
の
日
本
人
は
「
た
め

池
造
成
時
代
の
民
」
と
言
え
、
こ

の
時
代
を「
第
一
次
の
列
島
改
造
」

と
呼
ぶ
人
も
い
る
。
古
俌
時
代
の

こ
の
頃
に
、
河
内
平
野
で
は
多
く

の
た
め
池
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の

記
録
は
『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
も

描
か
れ
、
崇
神
・
垂
仁
・
応
神
・

仁
徳
な
ど
の
各
天
皇
の
時
代
に
多

く
の
た
め
池
を
つ
く
ら
せ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
地
域
の
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

記
述
が
多
く
残
る
。

讃
岐
の
満
濃
池
は
８
２
１
年

（
弘
仁

年
）
、
空
海
が
修
築
し

た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
７
０
０
年

代
初
め
に
築
造
さ
れ
た
も
の
を
空

海
が
改
修
し
た
の
だ
。
満
濃
と
は

「
多
く
の
地
域
に
富
を
及
ぼ
す
」

意
味
と
い
わ
れ
、
皆
の
力
を
合
わ

せ
て
、
皆
の
た
め
に
な
る
も
の
を

つ
く
る
「
公
共
の
事
業
」
の
始
ま

り
と
し
て
象
徴
的
な
名
称
だ
。

こ
の
技
術
力
に
よ
り
仁
徳
天
皇

陵
や
応
神
天
皇
陵
と
い
う
大
土
木

工
事
を
必
要
と
す
る
大
規
模
な
俌

墓
の
築
造
が
可
能
と
な
っ
た
。
巨

大
な
天
皇
陵
建
設
に

は
、
測
量
や
工
程
管

理
、
盛
土
の
締
固
め

な
ど
の
高
い
技
術
力
を
す
で
に
獲

得
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ

ほ
ど
の
土
木
力
を
こ
の
時
代
の
人

間
が
持
っ
て
い
た
わ
け
で
、
そ
の

技
術
力
を
用
い
て
農
業
生
産
性
は

飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
大
土
木
事

業
は
労
働
の
大
動
員
な
し
に
は
行

え
な
い
。
大
動
員
で
き
る
大
き
な

権
力
が
既
に
生
ま
れ
、
古
俌
時
代

の
政
権
を
支
え
る
力
に
な
っ
て
い

た
の
だ
。

畿
内
や
瀬
戸
内
か
ら
始
ま
っ
た

た
め
池
づ
く
り
は
全
国
に
展
開
し

て
い
っ
た
。
今
も
こ
れ
ら
の
た
め

池
は
農
業
や
生
活
の
た
め
の
水
資

源
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
た
め

池
づ
く
り
は
、
過
去
に
日
本
人
が

行
っ
た
歴
史
的
な
事
実
と
し
て
の

み
あ
る
の
で
は
な
く
、
今
に
生
き

る
我
々
も
、
生
産
や
生
活
の
た
め

の
装
置
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

貧
し
か
っ
た
は
る
か
昔
の
人
々
か

ら
の
贈
り
物
な
の
で
あ
る
。

た
め
池
に
水
を
貯
め
、
そ
の
水

を
用
い
て
田
ん
ぼ
を
耕
作
す
る
時

代
に
は
、
水
不
足
が
何
よ
り
心
配

だ
っ
た
。本
間
俊
朗
氏
に
よ
れ
ば
、

『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』
の
、

６
４
５
年
か
ら
７
９
１
年
の
１
４

７
年
間
の
記
述
の
中
で
、
人
々
が

「
雨
が
降
っ
て
欲
し
い
」
と
祈
っ

た
と
い
う
例
が

例
記
載
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
「
洪
水
に
な
る

か
ら
、
も
う
こ
れ
以
上
雨
が
降
ら

な
い
で
欲
し
い
」
と
、
雨
が
止
む

こ
と
を
祈
っ
た
例
は
わ
ず
か
４
例

だ
と
い
う
。

こ
の
頃
の
日
本
人
は
大
雨
に
よ

る
洪
水
を
恐
れ

る
よ
り
、
旱
魃

で
雨
が
降
ら

ず
、
田
ん
ぼ
に

水
が
引
け
な
い

こ
と
を
恐
れ
る

民
だ
っ
た
と
い

え
る
。
旱
魃
を

恐
れ
る
時
代
の

存
在
は
、
洪
水

の
通
り
道
を
農

地
や
都
市
の
た

め
に
利
用
し
て

い
る
が
ゆ
え
に

洪
水
を
恐
れ
る

こ
と
と
な
っ
た

後
の
時
代
と
の

対
比
と
し
て
、

知
っ
て
お
き
た

い
。

縄
文
時
代
の
後
、
紀
元
前
数
百

年
前
頃
か
ら
、
大
陸
か
ら
米
の
文

化
が
伝
わ
り
弥
生
時
代
を
迎
え

た
。
当
時
の
技
術
力

で
は
灌
昷
で
土
地
を

潤
す
こ
と
は
で
き

ず
、
湿
潤
な
土
地
し
か
水
田
と
し

て
使
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
実
際
、
福
岡
県
の
板
付
遺
跡

や
佐
賀
県
唐
津
の
菜
畑
遺
跡
に
当

時
の
様
子
が
残
り
、
自
然
の
低
湿

地
を
利
用
し
て
水
田
を
開
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
時
代
の
祖
先

は「
湿
潤
地
耕
作
の
民
」だ
っ
た
。

６
０
０
０
年
前
の
縄
文
海
進
以

降
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
海
面
は

低
下
し
、
河
川
が
運
ん
だ
土
砂
が

堆
積
し
て
沖
積
平
野
が
で
き
湿
地

が
広
が
っ
た
。
湿
地
か
ら
で
き
る

だ
け
排
水
し
て
使
い
や
す
い
土
地

に
変
え
、
米
を
栽
培
し
始
め
た
と

考
え
ら
れ
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
土

木
力
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。

わ
が
国
の
最
初
の
水
田
耕
作

は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
自
然
堤
防

の
背
後
の
低
湿
地
か
ら
始
ま
り
、

や
が
て
低
湿
地
の
周
辺
の
低
い
台

地
な
ど
に
、
水
を
得
る
工
夫
と
と

も
に
拡
大
し
た
。
河
川
の
上
流
部

や
小
河
川
に
堰
を
つ
く
っ
て
水
を

た
め
、
取
水
を
し
て
水
田
を
開
く

な
ど
の
工
夫
は
、
か
な
り
早
い
時

期
か
ら
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。

稲
は
当
初
、
他
の
雑
穀
と
混
じ

っ
て
灌
昷
も
さ
れ
ず
に
栽
培
さ
れ

て
い
た
ら
し
い
が
、
中
国
江
南
地

方
あ
た
り
で
確
立
し
た
水
田
稲
作

技
術
を
受
け
入
れ
、
整
っ
た
水
田

を
形
成
し
な
が
ら
弥

生
期
末
に
は
本
州
北

端
に
ま
で
広
が
っ

た
。
湿
潤
地
耕
作
時
代
は
、
自
然

の
低
湿
地
を
水
田
利
用
し
、
効
率

の
悪
い
湿
田
耕
作
し
か
で
き
な
か

っ
た
時
代
だ
が
、
紀
元
前
１
０
０

年
頃
ま
で
は
、
祖
先
は
湿
潤
地
耕

作
の
民
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

阪上勝彦駅長

大阪府南東部、大阪市内から約 ㌔㍍

のこの地域は、金剛山葛城山からの湧き水と肥沃

な大地に育まれた農業地帯として長年栄えてきま

した。近年は「なにわの伝統野菜」復興に力を入

れ、当駅の看板野菜として人気を博しており、冬

場には田辺大根、天王寺蕪などが入荷します。

大阪府河南町神山523

国道309号 0721－90－3911

桂川裕俊館長

温泉・宿泊ができ 年間 万人以上が訪

れる町の顔です。季節毎の食材を使った会席料理

には定評があり、お手頃なお値段で召し上って頂

ける飛騨牛も人気メニューの一つです。お隣りに

は金山産の野菜を販売している朝取横丁、スポー

ツセンターがあり充実した地域になっています。

岐阜県下呂市金山町金山911－1

国道256号 0576－32－4855

小川健吉駅長

「東北へ行こう」。東北は今、結束し

て東北観光博で緑のパスポートを発行、お持ちの

お客様おもてなしに力を入れています。当駅では

お茶かコーヒーどちらかの選択と、赤いエプロン

の駅長またはスタッフによる手づくりの歌プレゼ

ントを実施しております。

秋田県横手市十文字町字海道下 番地4

国道 号 0182－ －9320

大
陸
伝
来
灌
昷
技
術
で
開
発
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国道愛好家 松波成行

近年、「駅」のサービスの重要性
がますます高まっています。鉄道の
駅と道の駅。失われつつある鉄道と
いうインフラに代わる「道」の公共
性としての地域の「顔」が、互いに
どこまで補完しあえるのでしょう
か。
時代の変化に応じて駅の意味合い
は異なります。現代では駅といえば
もっぱら鉄道の駅ですが、かつては
別の呼び方をしていました。夏目漱
石の『行人』の書き出しには、大阪
駅である「梅田の停車場」をおりる
場面から始まりますが、明治５年に
鉄道が開業したころは「停車場」と
呼称されていました。その停車場が
「駅」となったのは、実は昭和に入

ってからのこと。
停車場は、その主体的な機能を含
めて鉄道施設としてのシンボルを表
していました。一方で、その中で働
く人々（サーヴァント）を「駅夫」
と呼んでいたように、「駅」はどち
らかというとサービスの意が含まれ
ています。
隣国の台湾や中国では に相
当する漢字は「駅」を使わず、「站
（たん）」という漢字を当てます。
駅という漢字を併せて表記する「駅
站」という言い回しは宿や食堂の施
設に使われ、人の滞在を促し、おも
てなしする「サービス」としての意
味が強くなります。
「駅」に込められた意味は、この
ようにみると、原点は古今東西共通
するようです。駅はその地域のサー
ビスの顔であり、人をおもてなしす
るあり方は、時代を越えても普遍的
なのでしょう。それが、「道の駅」
の原点でもあると思います。
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「
世
界
は
広
し
万
国
は
、
お
ほ

し
と
い
へ
ど
大
凡

お
お
お
よ
そ

、
五

い
つ
つ

に
分
け

し
名

み
ょ
う

目も
く

は
、
亜ア

細ジ

亜ア

、
阿ア

弗フ

利リ

加カ

、
欧
羅
巴

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

、
北
と
南
の
亜ア

米メ

利リ

加カ

に
、
堺
か
ぎ
り
て
五
大
洲
、
太

洋
洲
は
別
に
ま
た
、
南
の
島
の
名と

な

称え

な
り
」で
始
ま
る『
世
界
国
尽
』

は
、福
澤
諭
吉
の
著
書
の
一
つ
だ
。

１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
発
行

の
世
界
地
理
の
入
門
書
で
、
近
代

日
本
の
地
理
教
科
書
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

『
世
界
国
尽
』
は
全
巻
、
ほ
と

ん
ど
の
ペ
ー
ジ
に
図
が
添
え
ら
れ

て
地
理
案
内
の
図
解
の
よ
う
に
構

成
さ
れ
、
日
本
中
の
老
若
男
女
に

世
界
地
理
を
諳
誦
し
や
す
い
よ

う
、
本
文
が
七
五
調
で
統
一
さ
れ

て
い
る
。
地
理
以
外
に
そ
の
国
の

歴
史
を
説
明
し
て
い
る
箇
所
も
あ

り
、
付
録
の
最
終
巻
で
は
、
地
学

を
天
文
・
自
然
・
人
間
の
３
章
に

分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

教
科
書
ペ
ー
ジ
数
は
目
減
り

一
方
、
戦
後
の
中
学
校
地
理
分

野
の
検
定
教
科
書
を
見
る
と
、
教

育
内
容
を
系
統
的
に
習
得
さ
せ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
昭
和

年
の
学
習
指
導
要
領
以

降
、
学
習

項
目
・
内

容
は
ほ
と

ん
ど
変
わ

ら

な

い

が
、
「
現

代
化
カ
リ

キ

ュ

ラ

ム
」
と
呼

ば
れ
る
昭

和

年
検

定
教
科
書

と
、
平
成

年
検
定

教
科
書
を

比

べ

る

と
、
教
科

書
の
全
体

ペ
ー
ジ
数

は
３
分
の

２
に
減
っ

て
い
る
。

内
容
的

に
も
、
前

者
の
教
科

書
は
日
本

の
地
誌
、

世
界
の
国

々
の
地
誌

を
系
統
的

・
網
羅
的
に
学
習
で
き
た
の
に
、

後
者
の
教
科
書
で
は
一
部
の
地
誌

し
か
学
べ
な
い
。
例
え
ば
、
ア
メ

リ
カ
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
は
し
っ
か
り
学
べ
る
が
、
あ
と

は
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ガ
ー
ナ
に
つ
い

て
補
足
的
に
学
べ
る
程
度
で
、
そ

れ
以
外
の
国
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
て
も
お
ら
ず
、
学
習
範
囲
が
限

定
的
だ
。
た
だ
、
平
成

年
度
ス

タ
ー
ト
の
中
学
社
会
科
地
理
分
野

教
科
書
で
は
「
世
界
の
諸
地
域
の

地
理
」
が
復
活
し
た
。

我
々
が
現
在
享
受
す
る
豊
か
で

安
全
な
生
活
は
、
先
祖
が
農
業
基

盤
や
交
通
基
盤
を
整
備
し
、
川
を

治
め
、
水
資
源
を
開
発
す
る
な
ど

絶
え
間
な
く
国
土
に
働
き
か
け
る

こ
と
で
、
国
土
か
ら
恵
み
を
返
し

て
も
ら
っ
た
歴
史
の
賜
物
だ
。
我

々
世
代
も
、
歴
史
の
最
先
端
に
立

つ
責
任
あ
る
者
と
し
て
、
国
土
へ

の
働
き
か
け
を
続
け
将
来
世
代
に

よ
り
良
い
社
会
基
盤
を
引
き
継
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交
通
や
情

報
が
高
度
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ

れ
、
政
治
・
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル

化
さ
れ
た

世
紀
に
、
世
界
の
国

々
と
の
互
恵
関
係
や
競
争
関
係
を

考
慮
せ
ず
、
わ
が
国
が
単
独
で
豊

か
で
安
全
な
生
活
を
実
現
す
る
こ

と
は
不
可
能
だ
。
従
っ
て
、
わ
が

国
の
国
土
へ
の
働
き
か
け
の
努
力

や
成
果
は
、
我
々
と
競
争
関
係
に

あ
る
世
界
の
国
々
と
の
比
較
で
認

識
さ
れ
、
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

直
結
す
る
生
産
や
消
費
効
率

高
速
で
走
れ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
ど
れ
ほ
ど
築
け
て
い
る

か
、日
本
の
現
状
は
心
も
と
な
い
。

近
代
的
な
交
通
は
、
一
般
道
路
は

平
均
時
速

㌔
㍍
、
高
速
道
路
な

ら
時
速
１
０
０
㌔
程
度
で
走
行
で

き
な
け
れ
ば
効
率
的
に
モ
ノ
と
人

を
移
動
さ
せ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
が
、
日
本
で
は
「

㌔
規
制
」

な
ど
の
表
示
ば
か
り
目
立
つ
。

㌔
以
上
で
走
れ
る
道
路
は
、
面
積

当
り
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
の
約
３

倍
、
ド
イ
ツ
は
２
倍
以
上
で
、
１

０
０
㌔
以
上
は
両
国
と
も
我
が
国

の
５
倍
以
上
に
達
す
る
。

我
々
は
道
路
に
よ
っ
て
も
の
を

集
荷
し
た
り
配
達
し
、
部
品
を
集

め
て
も
の
を
作
り
製
品
を
消
費
者

に
届
け
る
。
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
効
率
的
に
使
え
る
か
ど
う
か

は
、
生
産
や
消
費
の
効
率
に
直
結

し
て
い
る
の
だ
。

国
際
競
争
で
生
き
残
る
為
に

イ
ン
フ
ラ
が
十
分
整
備
さ
れ
な

け
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世

界
の
厳
し
い
経
済
競
争
を
生
き
残

れ
な
い
。
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
就

任
演
説
で
「
我
々
は
新
た
な
成
長

の
礎
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
路
や
橋
を
造
り
、
電
線
や
デ
ジ

タ
ル
通
信
網
を
敷
き
商
業
を
支
え

我
々
を
一
つ
に
結
び
付
け
る
」
と

語
っ
て
以
来
、
積
極
的
な
イ
ン
フ

ラ
投
資
政
策
を
続
け
る
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
英
首
相
も
今
春
の

英
土
木
学
会
で
「
社
会
資
本
は
現

代
生
活
を
支
え
経
済
戦
略
に
お
い

て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
そ
れ

は
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
へ
と
導
く
見

え
な
い
糸
で
あ
る
。
我
々
の
社
会

資
本
が
二
流
に
な
れ
ば
我
々
の
国

も
二
流
に
な
る
」
と
講
演
し
た
。

相
対
的
視
点
で
物
事
本
質
を

福
澤
諭
吉
は
、
わ
が
国
の
独
立

を
得
、
わ
が
国
の
「
国
体
」
を
維

持
す
る
た
め
、
「
西
洋
に
行
は
る

る
文
明
の
精
神
」
の
移
入
・
普
及

と
、
当
時
の
わ
が
国
国
民
に
根
ざ

す
封
建
意
識
の
打
破
に
渾
身
を
傾

け
た
。
状
況
主
義
・
情
緒
主
義
的

思
考
を
否
定
し
、
政
治
・
学
問
・

教
育
・
商
売
な
ど
あ
ら
ゆ
る
活
動

は
相
対
的
な
視
点
で
物
事
の
本
質

を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
価
値
判
断
の
相
対
（
比
較
）

主
義
、
真
理
原
則
主
義
、
機
能
主

義
を
主
張
し
た
。

「
台
風
や
大
規
模
地
震
が
頻
発

す
る
」
「
大
都
市
が
軟
弱
地
盤
上

に
立
地
す
る
」
「
高
速
で
走
れ
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
未
整
備
」

な
ど
、
欧
米
よ
り
厳
し
い
自
然
条

件
・
社
会
条
件
下
に
あ
る
わ
が
国

が
『
荒
廃
す
る
日
本
』
と
な
ら
な

い
た
め
、
過
去
の
世
代
が
国
土
に

た
ゆ
み
な
く
働
き
か
け
て
実
現
し

て
き
た
安
全
で
安
心
で
き
る
豊
か

な
社
会
を
、
将
来
世
代
へ
引
き
継

ぐ
た
め
に
日
本
人
が
学
び
行
動
す

べ
き
こ
と
は
多
い
。

（
国
土
交
通
省

国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所

総
合
技
術
政
策
研
究

セ
ン
タ
ー

森
田
康
夫
）

赤間昇駅長

野菜の王様モロヘイヤが特産でモロヘ

イヤソフトは当駅限定。６連覇中のおおさとＢ級

グルメ「大根葉カレー」、ランチタイムの無料サ

ラダバーが人気です。野天風呂（夢見の国）の後

には松島地ビールや地酒はいかが。支倉常長生誕4

00年の来年に向け各種のイベントを企画中です。

宮城県大郷町中村字北浦 －6

県道大和松島線 022－359－2675

山崎悟駅長

西丹沢への入り口であり出口でもある

便利な場所に位置し、オートキャンプや釣り、ハ

イキング、紅葉狩りなど魅力はいっぱい。地元特

産品なら足柄茶、柚子コショウ、シフォンケーキ。

レストランでは岩魚、ヤマメがドーンと乗った不

老天重、不老そばが大人気です。

神奈川県山北町湯触317

国道 号 0465－77－2882

田中克広駅長

温泉を併設しています。売店の一押し

は「ほんまもん神鍋」。その日朝の出来立てホヤ

ホヤ手づくりとち餅です。レストランでは神鍋の

清水で育ったニジマスのフライ定食や、玉子かけ

ご飯用の玉子で熱々のカツをとじたカツ丼がオス

スメです。土日祝日にはランチバイキング開催。

兵庫県豊岡市日高町栗栖野59－13

国道482号 0796－45－1331
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■
全
国
建
設
業
協
会
と
は

土
木
・
建
設
業
界
は
、
全

国
約
２
万
社
の
建
設
企
業
が

都
道
府
県
ご
と
に
建
設
業

団
体
を
組
織
。
そ
の
地
域
団

体
が
一
般

社
団
法
人

全
国
建
設

業
協
会
の

会
員
を
構

成
。
地
域
経
済
社
会
を
支
え

る
基
幹
産
業
と
し
て
雇
用
の

維
持
を
は
じ
め
、
河
川
・
道

路
な
ど
環
境
保
全
や
災
害
時

の
応
急
復
旧
活
動
、
社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
む
。
す
ぐ

れ
た
技
術
者
、
技
能
者
の
確

保
や
、
将
来
に
わ
た
っ
て
技

術
、
技
能
の
継
承
が
出
来
る

環
境
づ
く
り
も
活
動
の
大
き

な
柱
だ
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ∩
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命
の
救
援
ル
ー
ト

く
し
の
歯
作
戦

まままままま

東
日
本
大
震
災
で
昼
夜
を
惜
し
ま
ず
ガ
レ
キ
の
撤
去
や
道
路
の
復

旧
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
全
国
建
設
業

協
会
（
淺
沼
健
一
会
長
‖
以
下
、
「
全
建
」
）
は
９
月
、
平
成

年

度
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は

東
日
本
大
震
災
は
じ
め
各
地
の
豪
雨
被
害
な
ど
で
の
水
防
活
動
で
功

績
が
あ
っ
た
個
人
３
人
と
１
４
１
団
体
。
国
土
交
通
省
関
係
の
受
章

は

団
体
、
う
ち
建
設
業
関
連
団
体
は
全
建
な
ど
８
団
体
で
あ
る
。

中
で
も
全
建
は
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
被
災
地
３
県
で
、自
衛
隊
、

消
防
、
警
察
な
ど
の
救
助
・
救
護
作
業
の
先
が
け
と
し
て
３
県
の
協

会
会
員
が
ガ
レ
キ
の
撤
去
や
道
路
の
啓
開
作
業
を
短
期
に
成
し
遂
げ

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

受
章
の
根
幹
に
あ

る
の
は
各
地
域
の
建

設
業
界
の
連
携
だ
。

災
害
に
直
面
し
た
協

会
が
物
資
や
物
流
面

で
補
い
合
い
復
旧
作

業
を
手
助
け
し
た
大

震
災
を
教
訓
に
、
東

北
建
設
業
協
会
連
合

会
は

月
、
東
北
６

県
の
建
設
業
協
会
と

相
互
支
援
協
定
を
締

結
。
四
国
地
区
に
お

い
て
も
４
県
協
会
が

同
様
の
協
定
を
結

び

今
後

全
国
に
連

携
の
輪
を
広
げ
る
。

そ
の
功
績

と
し
て
良
く

知
ら
れ
る
の

は
「
く
し
の

歯
作
戦
」
で

あ
る
。
昨
年

３
・

大
震

災

発

生

直

後
、
３
月

日
か
ら

日

の
短
時
日
の

緊

急

作

業

だ
。
東
北
内

陸
部
を
縦
断

す
る
東
北
自

動
車
道
、
国

道
４
号
か
ら

主
要
沿
岸
都

市
へ
向
か
う

の
ア
ク
セ

ス

ル

ー

ト

は
、
ど
こ
も

ず
た
ず
た
。

し
か
し
、
こ

れ
を
復
旧
・

啓
開
し
な
く

て
は
被
災
者
の
救
助
・
救
援
に
向

か
う
自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
な
ど

の
緊
急
車
両
も
通
れ
な
い
。

二
次
災
害
も
想
定
さ
れ
る
余
震

が
続
き
、
津
波
警
報
の
鳴
る
中
、

３
県
建
設
業
協
会
の
会
員
企
業
は

昼
夜
を
分
か
た
ぬ
決
死
の
作
業
を

続
け
た
。
自
ら
も
被
災
し
、
家
族

を
失
い
な
が
ら
も
作
業
に
従
事
す

る
仲
間
も
。
ガ
レ
キ
の
撤
去
作
業

で
は
、
被
災
遺
体
を
発
見
す
る
こ

と
も
多
く
、
言
葉
を
失
う
場
面
に

も
遭
遇
し
た
。

困
難
を
極
め
た
慎
重
な
作
業
だ

っ
た
が
、
３
月

日
に
は

ル
ー

ト
、

日
に
は

ル
ー
ト
の
道
路

が
啓
開
で
き
、
１
週
間
後
の

日

に
は

％
が
通
行
可
能
と
な
っ

た
。
道
路
は
７
割
を
こ
の
短
時
日

で
復
旧
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の

だ
。１

カ
月
後
の
４
月

日
に
は
う

回
路
を
含
む

区
間
で
通
行
が
確

保
さ
れ
る
と
い
う
驚
異
的
な
復
旧

ス
ピ
ー
ド
は
、
諸
外
国
を
含
め
絶

賛
さ
れ
て
「
く
し
の
歯
作
戦
」
を

一
躍
有
名
に
し
た
。

非
常
時
に
は
常
に
、
地
域
の
建

設
業
者
が
最
前
線
に
立
つ
。
地
域

の
地
理
に
通
じ
、
重
機
を
持
つ
地

元
な
ら
で
は
の
対
応
だ
。
日
頃
か

ら
人
命
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
掲
げ
て
活

動
し
て
き
た
「
全
建
魂
」
。
今
回

の
総
理
大
臣
表
彰
は
、
そ
れ
が
如

実
に
発
揮
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と

言
え
る
。

表
彰
式
に
出
席
し
た
全
建
の
近

藤
晴
貞
副
会
長
は
「
受
章
の
名
誉

に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
今

後
も
地
域
の
安
全
を

守
り
、
地
域
と
と
も

に
歩
む
業
界
と
し
て

社
会
貢
献
活
動
を
続

け
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

大峠有子代表取締役社長

「あついぞ！ 熊谷」で知られる熊谷

市北部にあります。春秋のバラ園では約400種2000

株が色鮮やかに咲き誇ります。特産のネギや人参、

大和芋、これらを使った手づくりジェラート・ま

んじゅう、魚介豚骨つけ麺が人気です。国宝の妻

沼聖天山にもお立ち寄り下さい。

埼玉県熊谷市弥藤吾720

国道407号 048－567－1187

嶋野仁駅長

福井県の最西端に位置し、広い駐車場

とレストラン、物販、温浴施設があります。天橋

立、三方五湖など景勝地も近く、駅内に観光ボラ

ンティア（金～日曜）の案内所も。レストランで

は地元で水揚げされた魚介の海鮮丼が好評で、特

産品として鯖のへしこ、鯖寿司も有名です。

福井県高浜町下車持 －

国道 号 0770－72－6666

宮本一孝店長

一押しは、町民のアイデアを結集し地

元チーズ工房の白糠酪恵舎と共同開発したオリジ

ナルアイス「恋する愛す～初恋編」です。秘伝の

タレで阿寒産豚肉をじっくり炭火焼きした「この

豚丼」（北海道道の駅弁第1号認定）や、恋を占う

「恋問みくじ」もお試し下さい。

北海道白糠町コイトイ 番地3

国道 号 01547－5－3317

藤田保駅長

スポーツリゾートゾーン「グリーンラ

ンドみずほ」入口にあり、テニスやグラウンドゴ

ルフで過ごした後の休憩にも最適。地元の新鮮な

野菜が並び、軽食コーナーでは山菜やシメジを使

ったうどん、そばが味わえます。たまごかけごは

んや麦とろめし、きのこ天丼も好評です。

京都府京丹波町大朴休石 －1

国道173号 0771－88－9350

野辺和美駅長

美しい飫肥杉に囲まれ、ひときわ目立

つ自在かぎのモニュメントと茅葺屋根が目印です。

「みやざき地産地消こだわり食材の店」に認定さ

れた直売所には、地元農産物がたくさん並びます。

手づくりの草だんごや、近くの日本百選「坂元棚

田」にちなんだ「棚田そば」はとても人気です。

宮崎県日南市酒谷甲1840－4

国道222号 0987－26－1051

伊藤暢駅長

十和田八幡平国立公園の南玄関口にあ

り、全国でもトップクラスの品質と生産を誇るほ

うれん草料理や山葡萄のジュース、チョコレート、

ワインなどオススメが盛り沢山。宮沢賢治が「鬼

神たちの棲み家」とうたった近くの国特別天然記

念物「焼走り溶岩流」もお見逃しなく。

岩手県八幡平市大更2－154－

国道282号 0195－ －0070

■推進プロジェクトメンバー／㈱ジェ
イティービー／㈱日本旅行／近畿日本
ツーリスト㈱／㈱阪急交通社／クラブ
ツーリズム㈱／㈱リクルートライフス
タイル／楽天トラベル㈱／東日本旅客
鉄道㈱／日本航空㈱／全日本空輸㈱／
東北観光推進機構／東北六県商工会議
所連合会（東北まつりネットワーク）
■特別協力／一般社団法人日本旅行業
協会
■後援／国土交通省観光庁

言
葉
で
は
伝
え
き
れ
な
い

東
北

冬

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
度
目
の
冬
が
や
っ
て
く

る
。被
災
地
の
復
興
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
。

観
光
復
興
支
援
の
ロ
ン
グ
企
画
「
東
北
観
光
博
」

は
「
東
北
全
部
が
博
覧
会
場
」
と
し
て
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
き
た
が
、

月
１
日
か
ら

２
月

日
ま
で
東
北
観
光
博
の
連
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
「
東
北
ふ
ゆ
ま
つ
り
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
始
ま
る
。
夏
祭
り
も
故
郷
の
懐
か
し
さ
に
あ
ふ

れ
る
が
、
厳
し
い
寒
さ
の
冬
の
ま
つ
り
こ
そ
東
北

ら
し
さ
が
凝
縮
さ
れ
る
。
白
銀
の
「
静
」
の
世
界

か
ら
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
「
動
」
の
世
界
ま
で
。

厳
し
い
冬
に
も
あ
つ
い
魂
と
あ
た
た
か
い
交
流
が

あ
る
。気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
。東
北
へ
の
気
配
り
、

支
援
を
忘
れ
ま
い
。

東
北
ふ
ゆ
ま
つ
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
言
葉
で
は
伝
え
き
れ
な
い

東
北
、
冬
。
」

③会津絵ろうそくまつり（福島県会津若松市）

年2月8日～9日

④2012ＳＥＮＤＡＩ光のページェント（宮城県仙台市）

年 月7日～ 日

②蔵王樹氷まつり（山形市）

年1月下旬～2月下旬

⇧⑤八戸えんぶり（青森県八戸市） 年2月 日～ 日

⇦①あおもり雪灯りまつり（青森市） 年1月 日～ 日

⇨⑥横手のかまくら（秋田県横手市） 年2月 日～ 日

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

⑤ 八戸地方に春を呼ぶ豊作祈願の祭り。土をならす農具「朳（え

ぶり）」に由来するとか。国の有形文化財「更上閣」で開催され

る「お庭えんぶり」は、甘酒と八戸せんべい汁を味わいながら鑑

賞できる（予約制）。

⑥ 雪国でも有数の豪雪地帯、「横手のかまくら」は、約400年

の歴史を持つ小正月行事。雪室の中に神座を設け水神様を祀り、

子どもたちが甘酒を飲んだり餅を焼いてふるまう。

② 蔵王温泉が世界に誇る冬のイベント。リフト１日券が当たるジ

ャンケン大会は１月 、 、 ～ 日／雪上花火や雪上デモンスト

レーションの「雪と炎の饗宴」は２月２日／月明かりの樹氷原を歩

くムーンライトウォークは２月 ～ 日。

④ 定禅寺通のケヤキ並木を約 万球の電球で鮮やかに彩る仙台冬の風

物詩。今年のテーマは「 ～上を向いて歩こう～」。毎日 、

、 時に全灯りが約１分消灯し、一斉に点灯するスターライト・ウイ

ンクは感動的。画像提供：ＳＥＮＤＡＩ光のページェント実行委員会

① 雪の街あおもりに無数のキャンドルが点される。駅前から中心

商店街にかけて、雪灯りによる灯りの径、灯りの広場を演出。棒パ

ン作りやワックスボウル製作体験などのイベントも予定している。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

③ 伝統工芸品の一つで、一本ごとに職人技が感じられる「会津絵ろう

そく」。鶴ヶ城や御薬園はじめ市内各所で、約7000本のろうそくの灯り

に照らされて雪景色に浮かぶ会津幻影が楽しめる。

ご注意：内容や日程は 月初めの情報です。お出かけの際はご確認ください。
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道
建
協
が
道
の
駅
「
北
川
は
ゆ
ま
」
へ
発
電
機
を
贈
呈
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わ
が
国
は
財
政
制
約
が
厳
し
い

こ
と
を
理
由
に
、
道
路
な
ど
の
社

会
資
本
の
整
備
を
大
幅
に
縮
小

し
、半
減
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
の
経
済
競
争
力
維

持
向
上
の
た
め
、
中
国
を
は
じ
め

ア
メ
リ
カ
も
イ
ギ
リ
ス
も
、
社
会

資
本
へ
の

投
資
を
大

き
く
拡
大

し
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
を
メ
デ
ィ
ア
は
ま

っ
た
く
報
道
し
ま
せ
ん
か
ら
、
こ

の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
の
道
路
計
画
の
最
近

の
動
き
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
ア

メ
リ
カ
で
は
長
期
の
道
路
整
備
計

画
の
根
拠
法
が
期
限
切
れ
に
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
与
野
党
の

対
立
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
抜
本

的
な
改
定
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
大
統
領
選
挙
も
近

い
こ
と
か
ら
今
年
３
月
に
は
超
党

派
の
妥
協
が
で
き
、
「
Ｍ
Ａ
Ｐ

（
）
」
と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
事
情
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
競
争
力

の
強
化
、
雇
用
創
出
な
ど
の
国
家

課
題
に
挑
戦
す
る
た
め
道
路
整
備

を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
、
政
府
・

議
会
が
協
力
し
た
の
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
投
資
規
模
に
比
べ

る
と
、
約
８
％
の
伸
び
（
１
年
あ

た
り
）
を
示
す
本
計
画
で
は
、
道

路
特
定
財
源
に
加
え
、
不
足
分
を

一
般
財
源
か
ら
充
当
し
、
国
家
ハ

イ
ウ
ェ
イ
網
、
国
家
物
流
戦
略
に

よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
と
同
じ
よ
う
に
財
政
赤

字
に
悩
む
ア
メ
リ
カ
で
す
が
、
あ

れ
だ
け
の
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
ハ

イ
ウ
ェ
イ
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
「
史
上
最
大
規
模
」
の
道
路

投
資
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
の

で
す
。

道
路
な
ど
の
社
会
資
本
は
、
国

の
経
済
力
な
ど
に
応
じ
て
高
度
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

わ
が
国
が
「
先
進
工
業
国
に
し

て
、
こ
れ

ほ
ど
道
路

網
を
無
視

し
た
国
は

な
い
」
と
、
ア
メ
リ
カ
の
調
査
団

に
指
摘
さ
れ
た
の
は

年
前
で
し

た
。
こ
の

年
間
に
公
共
事
業
費

を
２
倍
に
伸
ば
し
、
さ
ら
に
拡
大

し
よ
う
と
す
る
い
ま
の
ア
メ
リ
カ

は
、
日
本
の
現
状
を
何
と
言
う
の

で
し
ょ
う
か
。

道
路
投
資
拡
大
す
る
米
国

ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ
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東
日
本
大
震
災
で
は
、
岩

手
県
釜
石
市
内
の
小
中
学
生

が
高
台
の
高
速
道
路
に
駆
け

上
が
っ
て
全
員
無
事
避
難
で

き
た
例
な
ど
、
災
害
時
の
避

難
、
救
援
、
復
旧
、
復
興
に

お
け
る
道
路
網
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
た
。

国
土
交
通
省
社
会
資
本
整

備
審
議
会
の
道
路
分
科
会
も

こ
の
夏
、
今
後
の
道
路
整
備

は
、
予
測
さ
れ
る
「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
」
な
ど
に
備

え
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
多
重
性
・
代
替
性
の
ほ

か
、
道
路
の
持
つ
避
難
や
復

旧
面
で
の
機
能
も
重
視
し
災

害
に
強
い
国
土
づ
く
り
を
進

め
る
べ
き
だ
、
と
の
建
議
中

間
と
り
ま
と
め
を
発
表
し
て

い
る
。

数
年
前
か
ら
、
道
の
駅
が

災
害
時
の
避
難

や
救
援
に
活
躍

し
た
実
績
を
重

視
し
た
同
省

は
、
非
常
電
源

や
給
水
タ
ン
ク

整
備
な
ど
、
道

の
駅
の
防
災
機

能
強
化
に
努
め

て
き
た
が
、
急

増
す
る
道
の
駅

す
べ
て
の
対
策

に
は
お
金
も
時

間
も
か
か
り
そ

う
で
、
同
協
会

の
協
力
は
頼
も

し
い
助
っ
人

だ
。

一
般
社
団
法
人
日
本
道
路
建
設
業
協
会
は
、
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
・
復
興
な
ど
社
会
貢
献
活
動
に
力
を
入
れ
て
き
た

が
、
今
年
度
は
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
注
目

さ
れ
る
道
の
駅
へ
の
協
力
を
開
始
し
た
。
西
日
本
で
巨
大
地

震
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
る
折
で
も
あ
り
、
同
協
会
九
州

支
部
を
通
じ
て
８
月
、
宮
崎
県
の
「
高
岡
」
「
北
川
は
ゆ
ま
」

「
北
浦
」
「
な
ん
ご
う
」
、
大
分
県
の
「
か
ま
え
」

各
駅
に
携
帯
発
電
機
、
投
光
器
な
ど
を
寄
贈
し
た
。

近
畿
、
中
国
、
四
国
地
方
へ
も
寄
贈
を
進
め
て
お

り
、
西
日
本
計

道
の
駅
で
非
常
時
の
照
明
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

多田和子店長

景観豊かな丘の上の駅施設は、大正初

期に美瑛軟石で建てられた倉庫を改装しました。

美瑛産農産物にこだわったレストランや物販コー

ナーのほか、町に縁のあるアーティストや写真家

の作品販売コーナー、ギャラリーがあります。パ

ンづくり体験施設、宿泊施設も隣接しています。

北海道美瑛町本町1－9－

道道天人峡美瑛線 0166－ －0920

佐藤隆所長

レンゲツツジの名所、八方が原の山ろ

くのツツジの郷。農産物直売所では地元農家の朝

採り野菜や各種「やいたブランド」のお土産を購

入でき、農村レストランでは懐かしいお母さんの

味が堪能できます。環境配慮技術を紹介するエコ

モデルハウスも一見の価値ありです。

栃木県矢板市矢板114－1

主要地方道矢板那須線 0287－43－1000

池田博之駅長

菜の花、ポピー、ひまわり、コスモス

など計 ㌶の畑に四季折々の花が咲く道の駅。毎

朝開催される「魚の詰め放題」が人気イベントで

す。地元産の野菜や果物が並ぶ売り場は活気にあ

ふれ、バイキングレストランも行列ができます。

天然記念物カブトガニの博物館はご近所。

岡山県笠岡市カブト南町245－4

国道２号笠岡バイパス 0865－67－6755

文
明
開
化
の
象
徴

初
の
洋
風

東
京
駅
が
復
原
さ
れ
大
正
４
年

（
１
９
１
５
）
建
設
当
時
の
姿
が

甦
っ
た
。
東
京
駅
の
設
計
は
当
時

の
日
本
建
築
界
の
重
鎮
、
日
本
銀

行
本
店
本
館
も
設
計
し
た
建
築
家

辰
野
金
吾
博
士
で
あ
る
。

文
明
開
化
の
象
徴
的
な
他
の
施

設
に
日
比
谷
公
園
が
あ
る
。
幕
末

ま
で
は
松
平
肥
前
守
な
ど

の
屋
敷
地
だ
っ
た
が
、
明

治
時
代
に
陸
軍
練
兵
場
と

な
り
、
そ
の
後
「
都
市
の

公
園
」
日
本
初
の
「
洋
風

近
代
式
公
園
」
と
し
て
明

治

年
（
１
９
０
３
）
に

完
成
し
た
。

こ
の
公
園
の
設
計
も
当

初
は
辰
野
博
士
が
携
わ
っ

た
が
、
日
本
初
の
林
学
博

士
、
本
多
静
六
が
引
き
継
ぎ
設
計

し
た
。
昭
和
６
年
の
「
日
比
谷
公

園
開
園
三
〇
周
年
記
念
講
演
会
」

の
本
多
の
講
演
よ
り
記
述
す
る
。

専
門
家
不
在
は
天
命
と
挑
戦

本
多
は
明
治

年
、
東
京
府
の

多
摩
川
水
源
林
調
査
嘱
託
と
し
て

東
京
市
に
出
入
り
し
、
た
ま
た
ま

辰
野
の
部
屋
に
遊
び
に
行
っ
た
。

辰
野
は
日
比
谷
公
園
の
設
計
図
を

書
い
て
い
た
。
「
公
園
の
設
計
は

初
め
て
だ
。
日
比
谷
の
練
兵
場
跡

に
公
園
を
造
る
こ
と
に
な
り
、
庭

師
や
茶
の
宗
匠
ら
に
設
計
し
て
も

ら
っ
た
が
、
市
会
の
希
望
は
日
本

初
の
新
設
公
園
だ
か
ら
新
式
な
西

洋
風
の
公
園
を
造
れ
と
設
計
を
頼

ま
れ
困
っ
て
い
る
」
と
、
地
形
図

を
本
多
に
押
し
付
け
た
。

本
多
が
２
週
間
ほ
ど
で
作
っ
た

下
図
に
辰
野
は
大
賛
成
で
、
早
速

市
長
に
話
し
、
市
長
は
改
め
て
本

多
に
嘱
託
し
た
。
実
は
本
多
も
西

洋
の
公
園
を
見
て
来
て
公
園
に
関

す
る
本
を
数
冊
持
っ
て
い
る
だ
け

で
初
め
て
だ
っ
た
が
、
日
本
に
専

門
家
が
い
な
い
以
上
「
こ
れ
か
ら

努
力
す
る
人
が
勝
つ
。
自
分
か
ら

求
め
た
わ
け
で
な
く
押
し
付
け
ら

れ
た
の
は
天
命
。
で
き
る
だ
け
や

っ
て
み
よ
う
」
と
決
心
し
た
。

「
公
徳
心
養
う
教
育
機
関
」
に

公
園
敷
地
を
４
つ
に
区
分
、
１

区
画
だ
け
を
日
本
風
庭
園
と
し
、

鶴
の
噴
水
の
あ
る
雲
形
池
は
ド
イ

ツ
の
公
園
学
の
模
範
を
借
用
、
遊

歩
道
や
運
動
場
も
ド
イ
ツ
公
園
の

形
を
応
用
し
て
設
計
し
た
。
批
判

も
あ
っ
た
。
「
な
ぜ
公
園
の
門
に

扉
を
設
け
な
い
の
か
、
夜
間
に
花

や
木
が
盗
ま
れ
て
し
ま
う
」
。
本

多
は
答
え
た
。
「
公
園
の
花
を
盗

ま
れ
な
い
く
ら
い
に
国
民
の
公
徳

心
が
な
け
れ
ば
日
本
は
亡
国
だ
。

公
園
は
公
徳
心
を
養
う
教
育
機
関

に
な
る
…
…
国
民
が
花
に
飽
い
て

盗
む
気
が
起
こ
ら
な
い
ほ
ど
沢
山

の
花
を
植
え
る
の
だ
」
。

公
園
の
中
央
、
松
本
楼
脇
に

「
本
多
静
六
の
首
か
け
銀
杏
」
と

名
付
け
ら
れ
た
巨
木
が
あ
る
。
明

治

年
、
市
区
改
正
設
計
で
日
比

谷
通
り
の
拡
張
が
決
ま
り
、
樹
齢

４
０
０
年
の
大
銀
杏
が
薪
屋
に
払

い
下
げ
ら
れ
、
伐
り
か
け
て
い
る

と
こ
ろ
に
本
多
が
通
り
か
か
っ

た
。何

と
か
移
植
し
て
助
け
た
い
と

市
長
に
交
渉
。
「
植
木
屋
が
と
て

も
移
せ
な
い
と
い
う
の
で
薪
屋
に

売
っ
た
。
君
な
ら
移
せ
る
の
か
」

と
市
長
。
「
植
木
屋
に
で
き
な
い

も
の
を
移
す
の
が
専
門
家
の
役

だ
」
「
君
に
請
け
合
え
る
の
か
」

「
私
の
首
を
か
け
ま
し
ょ
う
」
。

首
を
か
け
移
植
し
た
大
銀
杏
が

今
に
残
る
。

日
比
谷
公
園
新
設
を
機
に
全
国

に
公
園
新
設
の
要
望
が
起
こ
り
、

本
多
も
福
岡
の
大
濠
公
園
は
じ
め

２
０
０
余
の
公
園
の
新
設
や
改
良

に
携
わ
っ
た
。
大
正
４
年
、
東
京

帝
国
大
学
林
学
教
室
に
造
園
学
と

い
う
講
座
を
開
設
、
造
園
学
の
基

礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

日
比
谷
公
園
・
松
本
楼

横
に
あ
る
本
多
の
「
首

か
け
銀
杏
」
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∪
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巨木が茂り大正時代の人工林とは

思えない明治神宮の森
本多静六
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本
多
静
六
は
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
埼

玉
県
生
ま
れ
。
東
京
農
科
大
学
を
卒
業
し
ド

イ
ツ
に
留
学
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
恩
師
の

教
え
に
よ
り

歳
の
時
か
ら
「
四
分
の
一
天

引
き
貯
金
」
と
「
一
日

一
㌻
分
以
上
の
文
章
を

書
く
」
こ
と
を
実
行
。

苦
し
く
と
も
こ
れ
を
継
続
し
、
株
式
・
山
林

・
土
地
な
ど
に
投
資
。

一
生
に
書
い
た
本
は
３
７
６
冊
に
も
な

る
。

昭
和
２
年
に
東
京
大
学
を
定
年
退
職
し

た
と
き
「
人
並
み
外
れ
た
大
財
産
や
名
誉

の
位
置
は
幸
福
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
身

の
た
め
子
孫
の
た
め
有
害
無
益
」
と
、
必

要
最
小
限
の
財
産
を
残
し
、
他
は
全
部
公

益
・
学
校
・
育
英
な
ど
の
団
体
に
寄
付
し

た
。
埼
玉
県
旧
大
滝
村
に
所
有
し
て
い
た
山

林
約
２
６
０
０
㌶
を
奨
学
金
制
度
創
設
の
た

め
同
県
に
寄
付
。
県
は
「
本
多
静
六
博
士
育

英
事
業
」
を
行
い
昭
和

年
以
来
、
１
９
０

０
人
を
超
え
る
学
生
を

支
援
し
て
い
る
。

日
比
谷
公
園
の
設

計
、
明
治
神
宮
の
森
の
造
成
、
東
京
都
水
道

水
源
林
の
整
備
、
日
本
初
の
鉄
道
防
雪
林
計

画
の
策
定
・
造
成
な
ど
、
幅
広
く
積
極
的
に

関
わ
っ
た
本
多
静
六
の
「
人
生
即
努
力
、
努

力
即
幸
福
」
と
い
う
生
き
方
は
、
混
迷
す
る

現
代
の
私
た
ち
の
指
針
と
な
ろ
う
。

◎
森
の
教
室

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
森
林
の

大
切
さ
や
魅
力
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
、
公

益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
各
地

の
緑
化
推
進
団
体
な
ど
と
共
催
す
る
緑
の

リ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
森
の
教
室
・
ど

ん
ぐ
り
く
ん
と
森
の
仲
間
た
ち
」が

月
、

岩
手
県
大
槌
町
の
お
さ
な
ご
幼
稚
園
の
ほ

か
札
幌
市
２
つ
、
函
館
市
１
つ
の
幼
稚
園

で
開
か
れ
た
。

緑
の
募
金
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
く

ん
と
協
賛
企
業
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
環
境

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
コ
ロ
ン
」
、
司
会
進

行
の
「
森
の
お
姉
さ
ん
」
が
、
山
に
降
っ

た
雨
水
を
蓄
え
る
森
に
よ
っ
て
生
き
物
が

育
ま
れ
、
海
の
カ
キ
に
ま
で
恩
恵
を
も
た

ら
す
ス
ト
ー
リ
ー
を
シ
ョ
ー
形
式
で
演

じ
、
園
児
ら
も
加
わ
っ
て
歌
い
踊
っ
た
。

月
に
も
、函
館
市
、青
森
市
の
ほ
か
、

宮
城
県
緑
化
推
進
委
員
会
な
ど
と
共
催
の

「
森
の
教
室
」
が
女
川
町
立
第
一
保
育
所

で
第
四
保
育
所
園
児
も
参
加
し
て
開
催
。

園
児
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ど
ん
ぐ
り
の
種
を

プ
ラ
ン
タ
ー
に
ま
き
、
苗
木
に
し
て
森
に

植
林
す
る
。

◎
間
伐
材
活
用
シ
ン
ポ

第
４
回
間
伐
材
活
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜

地
域
資
源
・
森
林
を
生
か
し
た
復
興
〜
が

月
、
東
京
千
代
田
区
の
憲
政
記
念
館
で

開
か
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

の
後
、
宮
城
県
で
カ
キ
の
養
殖
を
行
う
畠

山
重
篤
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
は
海
の
恋
人
理

事
長
が
「
森
は
海
の
恋
人
」
の
題
で
基
調

講
演
。
森
が
蓄
え
た
水
が
海
の
水
産
物
を

も
育
て
る
と
い
う
自
然
循
環
を
語
っ
た
。

引
き
続
き
畠
山
さ
ん
と
芳
賀
正
彦
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
吉
里
吉
里
国
代
表
、
深
澤
光
・

盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
林
業
振
興
課
長

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
、
文
化
や
歴
史
的
視
点
か
ら
も
東
北

の
復
興
に
間
伐
材
の
活
用
は
不
可
欠
、
な

ど
論
議
し
た
。

◎
全
国
育
樹
祭

第

回
全
国
育
樹
祭
が
こ
の
ほ
ど
、
静

岡
県
で
開
催
さ
れ
た
。
皇
太
子
殿
下
を
お

迎
え
し
、
「
木
を
植
え
て

育
て
て
活
か

す

緑
の
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
森
林
資
源

の
活
用
と
森
林
を
守
り
育
て
る
人
材
育
成

を
目
指
し
、
森
林
と
県
民
の
共
生
を
進
め

る
静
岡
県
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
全
国

に
発
信
し
た
。

全
国
育
樹
祭
は
１
９
９
７
年
以
来
、
皇

族
殿
下
は
じ
め
全
国
か
ら
緑
化
関
係
者
多

数
が
参
加
し
て
、
春
の
全
国
植
樹
祭
（
今

年
は
山
口
県
で
開
催
）
と
並
び
毎
年
秋
に

開
か
れ
て
い
る
。

明
治
天
皇
の
崩
御
で
創
建
に

東
京
の
緑
の
オ
ア
シ
ス
に
代
々

木
の
明
治
神
宮
の
森
も
あ
る
。
大

都
会
の
ど
真
ん
中
に
あ
り
深
山
の

趣
を
呈
す
る
貴
重
な
空
間
だ
。
昔

か
ら
の
森
と
思
っ
て
い
る
人
も
多

い
だ
ろ
う
が
、
１
０
０
年
前
は
大

部
分
が
荒
れ
地
だ
っ
た
。

明
治

年
、
明
治
天
皇
が
崩
御

さ
れ
る
と
国
民
の
間
で
神
霊
を
ま

つ
り
、
遺
徳
を
永
遠
に
追
慕
し
た

い
と
の
機
運
が
高
ま
り
、
様
々
な

記
念
事
業
が
提
案
さ
れ
た
。
最
も

多
か
っ
た
の
が
神
社
の
創
建
だ
。

候
補
地
は
東
京
、
富
士
山
、
筑
波

山
な
ど

数
カ
所
。
政
府
は
翌
年

「
神
社
奉
祀
調
査
会
」を
設
置
し
、

ゆ
か
り
あ
る
代
々
木
御
料
地
へ
の

創
建
が
決
定
、
今
の
明
治
神
宮
で

あ
る
。大
部
分
は
農
地
や
草
地
で
、

林
地
は
五
分
の
一
ほ
ど
の
た
め
、

神
宮
に
ふ
さ
わ
し
い
神
社
林
の
造

成
が
計
画
さ
れ
た
。

「
永
遠
の
杜
」
造
り
を
基
本
に

古
代
の
神
社
に
は
社
殿
の
よ
う

な
建
物
は
な
く
、
動
物
や
植
物
を

神
霊
と
し
た
り
森
そ
の
も
の
が
神

社
だ
っ
た
。万
葉
集
で
は「
神
社
」

を
「
モ
リ
」
と
読
ま

せ
「
社
」
と
「
杜
」

は
同
義
で
、
万
葉
の

時
代
神
社
は
森（
杜
）

で
あ
っ
た
。

明
治
神
宮
の
基
本

計
画
は「
永
遠
の
杜
」

を
造
る
こ
と
。
一
番

重
要
な
条
件
は
「
永

遠
の
杜
」
を
造
る
た

め
「
自
然
林
に
近
い

状
態
を
造
る
」
こ
と

だ
っ
た
。大
正
４
年
、

明
治
神
宮
創
建
の
実
行
機
関
「
明

治
神
宮
造
営
局

が
組
織
さ
れ

東

京
帝
大
教
授
本
多
静
六
ら
当
時
最

高
技
術
の
専
門
家
が
参
画
し
た
。

科
学
的
根
拠
が
神
宮
の
森
を

こ
の
地
の
気
候
風
土
に
適
し
、

天
然
更
新
可
能
な
樹
種
を
選
定
す

る
必
要
が
あ
り
、
陰
樹
の
カ
シ
、

シ
イ
、
ク
ス
ノ
キ
類
を
主
木
と
し

各
種
の
常
緑
広
葉
樹
を
混
植
。
主

木
の
下
に
は
大
気
汚
染
に
強
い
常

緑
広
葉
樹
を
植
栽
す
る
。
植
栽
計

画
は

年
後
、
１
０
０
年
後
、
１

５
０
年
後
の
変
化
を
念
頭
に
四
段

階
で
計
画
さ
れ
、
１
０
０
年
前
後

で
天
然
林
相
に
な
る
長
期
的
な
展

望
の
も
と
に
造
ら
れ
た
。

杉
の
植
樹
で
大
議
論

し
か
し
、
時
の
総
理
大
臣
大
隈

重
信
が
「
神
宮
の
森
を
藪
に
す
る

の
か
、
伊
勢
神
宮
や
日
光
東
照
宮

の
よ
う
な
荘
厳
な
杉
林
に
す
べ
き

だ
」
と
反
対
。
本
多
は
代
々
木
に

あ
る
ス
ギ
の
樹
幹
解
析
を
行
い
、

日
光
地
方
の
ス
ギ
に
比
べ
、
い
か

に
代
々
木
の
ス
ギ
の
生
育
が
悪
い

か
説
明
、
や
っ
と
納
得
さ
せ
た
。

関
係
者
の
強
い
信
念
と
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
判
断
が
常
緑
広
葉
樹

を
中
心
と
し
た
神
宮
の
森
に
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

環
境
問
題
に
重
要
な
教
訓
が

広
大
な
境
内
林
の
造
成
に
は
膨

大
な
樹
木
が
必
要
で
、
在
来
の
樹

木
約
１
万
３
０
０
０
本
の
他
は
献

木
で
賄
っ
た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
献
木
は
約
３
７
０
種
９
万
５

５
５
９
本
。
創
建
決
定
か
ら
６
年

後
の
大
正
９
年
、
鎮
座
祭
が
行
わ

れ
明
治
神
宮
の
社
は
完
成
し
た
。

造
成
開
始
か
ら
約

年
、
明
治

神
宮
の
森
は
、
当
初
１
０
０
年
後

に
想
定
さ
れ
た
第
四
段
階
の
森
の

状
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ほ
と
ん

ど
無
の
状
態
か
ら
科
学
的
根
拠
に

基
づ
き
、
将
来
を
見
通
し
て
計
画

し
造
成
し
た
明
治
神
宮
の
森
。
環

境
問
題
が
人
類
最
大
の
課
題
と
な

っ
た
今
、
先
人
の
努
力
と
取
り
組

み
は
重
要
な
教
訓
で
あ
る
。

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構

常
務
理
事

青
木

正
篤

大野達弘駅長

豊かな自然に恵まれた安達太良連峰を

西に望む東和地域にあって、地域と都市の交流の

場として賑わっています。食事処は地元の食材を

使ったメニューで、ジェラードアイスも地元素材

を活かしたラインアップが人気です。季節限定の

やきいもジェラードやクレープもあります。

福島県二本松市太田字下田2－3

国道349号 0243－ －2113

原哲也駅長

白州は日本百名水の地ですので、敷地

内の水汲み場は連日行列です。郷土料理コーナー

は、名水うどん、白州米のおにぎりやジェラート

がおすすめ。農林産物等直売コーナーは、地元の

生産物を提供することにこだわっています。春か

ら秋にかけては400本のバラが楽しめます。

山梨県北杜市白州町白須1308

国道 号 0551－20－4711

末田健治駅長

中国自動車道戸河内ＩＣを下りてすぐ

にあり、雄大なスケールの特別名勝「三段峡」や

日本で第２位のアーチ式ダム「温井ダム」へのア

クセスに便利です。紅葉シーズンは町内が綺麗に

色づきます。町内の詳しいパンフレットをご用意

し、地元名産品も多数取り扱っております。

広島県安芸太田町上殿632－2

国道191号 0826－28－1800
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「
命
を
育
む
農
地
」
へ
の
取
り

組
み
は
韓
国
で
も
広
が
る

第35号読者アンケート結果：これからの道の駅
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宮
城
県
内
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
災
地
を
、
７
月
末
と
８
月

上
旬
に
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
瓦
礫
は
一
次
集
約
さ
れ
て

い
る
も
の
の
山
高
く
残
っ
て
い
る

ほ
か
、
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
ま

し
た
。
関
係
者
の
尽
力
に
も
拘
ら

ず
復
旧
復
興
ま

ま
な
ら
ず
、
課

題
あ
り
と
い
う

印
象
で
す
。

被
災
地
の
市
町
村
の
人
手
不
足

を
痛
感
し
ま
し
た
。
家
族
、
親
類

な
ど
を
含
め
被
災
し
た
不
幸
な
職

員
も
多
く
、
利
害
関
係
者
と
の
調

整
の
み
な
ら
ず
、
行
政
間
の
調
整

な
ど
複
雑
且
つ
困
難
な
業
務
で
、

疲
労
困
堟
状
況
に
陥
っ
て
は
い
な

い
か
心
配
し
て
い
ま
す
。

日
が
経
過
す
る
に
つ
れ
緊
急
時

と
い
う
意
識
も
薄
れ
、
被
災
前
の

し
が
ら
み
に
縛
ら
れ
時
間
を
要
し

て
い
る
こ
と
も
多
い
と
想
わ
れ
ま

す
。
職
員
募
集
も
始
ま
り
ま
し
た

が
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
の
復
興
道
路
で
の
「
事
業
促
進

Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
、
Ｕ
Ｒ
に
よ
る
復
興
ま

ち
づ
く
り
Ｃ
Ｍ
な
ど
、
「
民
」
の

更
な
る
活
用
も
検
討
に
値
す
る
の

で
は
な
い
か
と
想
わ
れ
ま
す
。

復
旧
復
興
工
事
も
動
き
出
し
、

夫
々
の
工
程
計
画
も
策
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
立
ち
寄
っ
た
現
場
で

は
、
被
災
地
外
か
ら
の
移
動
で
人

手
の
手
配
や
中
古
活
用
な
ど
で
建

設
機
械
の
手
配
は
目
途
が
付
き
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
資
材
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
不
足
し
て
い
る
と
の
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
公
共
事
業
削
減

が
背
景
に
あ
る
と
想
わ
れ
ま
す

が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
売
り
手
市

場
で
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
各
現
場
が
本
格
的

に
稼
働
す
る
と
、
地
域
に
よ
っ
て

は
施
工
工
程
に
支
障
が
出
た
り
、

資
材
の
高
騰
と
い
う
事
態
を
招
き

か
ね
ま
せ
ん
。

各
現
場
を
束
ね
た
地
域
ご
と
の

需
給
見
通
し
の
下
、
適
切
な
調
整

を
す
る
こ
と
、
ト
ー
タ
ル
な
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
の
発
揮
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
石
巻
港
で
の
災
害
廃
棄
物

処
理
を
受
け
持
っ

て
い
る
建
設
会

社
、
技
術
者
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
場
に
は
そ

の
力
は
備
わ
っ
て
い
る
と
想
い
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
な
ど
に
よ

り
、
現
場
に
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ド
し

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
発
揮
に
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

復
興
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
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⊃

「道の駅」の登録制度がスタートして 年目。今回は「これからの

道の駅」について、道の駅に期待すること、お気に入りの道の駅、お

勧めできない道の駅などについてお聞きし、302名の方から回答を頂

きました。

道の駅に期待するもので最も多かったのは①「十分な休憩スペース」

（762％）で、以下②『災害時の防災拠点』（523％）、③『 時間

営業』（470％）、④『地元の新鮮な野菜・魚介類』（417％）、⑤

『その土地ならではの特産品』（411％）がベスト５であった。

東日本大震災後、国民の防災意識の高まりを反映し、『知らない土

地に行けば、道の駅が頼り。災害が起きた場合の避難や迂回路を道の

駅で表示してくれることを期待。』（岩手県・女性・ 歳）という意

見のように、災害時の道の駅への期待の大きさを現している。

「道の駅らしい道の駅」としてあげられたのは383駅あり、特定の

道の駅が人気を集めるということはなく、それぞれの地域で特徴のあ

る道の駅が推薦されたようだ。

また、「お勧めできない道の駅」としてあげられたのは209駅でお

勧め駅（383駅）より大幅に少なく、特定の駅に集中するようなこと

もなかった。

高橋優マネージャー

風光明媚な田園風景が広がる「岩船米

コシヒカリ」穀倉地帯のほぼ中央にあります。岩

船米販売はむろん、とちの実、よもぎ、豆、茶を

練り合わせた自慢のもち製品、しっとりもちもち

の無添加100％米粉パン、笹だんご、健康によいと

好評のテンペ入り饅頭の販売も盛況です。

新潟県村上市九日市809

国道７号 0254－66－8172

三池和臣課長

阿蘇の玄関口として年間100万人以上

に利用され、アクセスしやすさも魅力です。イチ

オシは、特産の「からいも」商品。中でもからい

ものたい焼きはボリュームたっぷりで、芋餡と粒

餡が詰まり二度おいしいと評判です。からいも料

理コンテストの入賞作品も味わえます。

熊本県大津町引水750

国道 号 096－294－1600

田口大志支配人

木曽川の源流、豊かな自然と下呂温泉

などの名所史跡に囲まれ、伊勢神宮式年遷宮の御

神木・木曽ヒノキを産出します。当駅には特産ミ

ネラルトマトや朴葉寿司をはじめ高原野菜や加工

品が沢山。行政とも協力し地域活性化の人材育成

にも積極的に取り組んでいます。

岐阜県中津川市加子母3900

国道257号 0573－79－3319

省
庁
一
体
の
地
域
政
策
を

国
土
の
安
全
・
安
心
を
語
る

際
、何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、「
命

の
価
値
観
」
で
あ
る
。

「
農
業
」と
い
う
漢
字
は
「
農
」

と
「
業
」
か
ら
成
る
が
、
現
在
の

農
業
の
議
論
で
は
「
業
」
と
い
う

「
お
金
」
の
価
値
観
だ
け
で
語
ら

れ
「
農
」
と
い
う
「
命
」
の
価
値

観
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

農
協
な
ど
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
全
国

大
会
は
先
に
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参

加
反
対
を
決
議
す
る
一
方
、
将
来

的
な
「
脱
原
発
」
宣
言
を
採
択
し

た
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
で
日
本
の
農
業
は

壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る
と
い
う
お

金
の
価
値
観
の
半
面
、
脱
原
発
は

命
の
価
値
観
だ
。日
本
農
業
が「
命

の
価
値
観
の
論
理
」
で
語
ら
れ
る

な
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
日

本
人
と
生
き
も
の
の
命
を
育
む
農

地
と
い
う
国
土
を
荒
廃
さ
せ
る
こ

と
は
無
い
で
あ
ろ
う
。

群
馬
県
上
野
村
で
畑
を
耕
し
東

京
と
の
往
復
生
活
を
続
け
Ｎ
Ｐ
Ｏ

森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事

も
務
め
る
哲
学
者
、
内
山
節
・
立

教
大
学
大
学
院
教
授
は
、
「
農
」

と
「
業
」
の
論
理
を
「
仕
事
」
と

「
稼
ぎ
」と
表
現
す
る
。
「
仕
事
」

と
は
畑
を
作
っ
た
り
、
樹
の
枝
打

ち
を
し
た
り
、
リ
ン
ゴ
を
育
て
た

り
、
あ
ぜ
道
を
直
す
な
ど
自
然
を

守
る
働
き
を
言
い
、
そ
れ
以
外
は

み
ん
な
「
稼
ぎ
」
だ
と
い
う
。

自
然
を
守
る
「
仕
事
」
と
「
稼

ぎ
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
か

が
問
題
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
分
岐
点

が
重
要
。
私
達
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
そ
の

分
岐
点
を
自
覚
す
る
た
め
「
生
き

も
の
調
査
」
を
し
て
い
る
。
分
岐

点
は
集
落
の
環
境
や
近
代
農
法
、

個
々
の
農
業
経
営
の
状
況
ご
と
に

異
な
り
、
農
家
の
仕
事
へ
の
地
域

の
金
銭
的
支
援
や
心
情
的
支
援
に

よ
っ
て
も
異
な
る
。

直
接
支
援
で
あ
る
農
村
環
境
対

策
費
は
「
仕
事
」
へ
の
国
家
的
支

援
だ
が
、
日
本
で
は
ま
だ
認
知
度

が
低
い
。
自
然
や
命
に
対
す
る
地

域
政
策
を
展
開
す
る
に
は
農
水
、

環
境
、
国
土
交
通
各
省
が
一
体
で

取
り
組
ま
な
い
限
り
難
し
い
。
Ｅ

Ｕ
で
は
イ
ギ
リ
ス
が

年
前
か
ら

省
庁
再
編
で
実
行
し
て
い
る
。

そ
れ
を
打
破
す
る
の
は
市
民
活

動
の
パ
ワ
ー
だ
。
市
民
の
力
を
再

認
識
し
た
映
画
「
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の

想
い
」
を
紹
介
し
、
市
民
の
手
に

よ
る
取
り
組
み
を
考
え
た
い
。

ド
イ
ツ
南
西
部
シ
ュ
バ
ル
ト
バ

ル
ト
（
黒
い
森
）
に
あ
る
人
口
２

５
０
０
人
の
小
さ
な
町
の
話
。
１

９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
か
ら
子
供
た
ち
の
命
を
守

る
運
動
に
始
ま
り
、
実
現
不
可
能

と
思
え
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
電
力
供
給
に
成
功
。
「
市

民
に
よ
る
電
力
会
社（
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）」

を
立
ち
上
げ
、
今
は
ド
イ
ツ
国
内

に

万
人
の
顧
客
を
抱
え
る
。

私
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
翌
年
か
ら
３
年
間
、
当
時
の
西

ド
イ
ツ
に
駐
在
し
東
欧
諸
国
か
ら

脱
脂
粉
乳
を
日
本
へ
輸
出
す
る
仕

事
に
も
携
わ
っ
た
。
脱
脂
粉
乳
か

ら
放
射
能
が
検
出
さ
れ
輸
出
か
ら

外
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
が
、
東

西
合
併
後
ド
イ
ツ
で
の
こ
の
市
民

運
動
は
知
ら
な
か
っ
た
。
福
島
事

故
直
後
に
ド
イ
ツ
政
府
が
脱
原
発

に
大
き
く
舵
を
切
っ
た
が
、
い
か

に
環
境
政
策
が
徹
底
さ
れ
て
い
て

も
、
電
力
供
給
に
不
安
を
感
じ
さ

せ
る
脱
原
発
に
転
換
す
る
と
は
理

論
的
な
ド
イ
ツ
人
ら
し
く
な
い
と

驚
い
た
。
そ
ん
な
疑
問
は
こ
の
映

画
を
見
て
払
拭
さ
れ
た
。

農業と国土

ＮＰＯ生物多様性

農業支援センター

理事長 原 耕造

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

13 第 36 号年（平成 年） 月13 第 36 号年（平成 年） 月

∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫

『道の駅』に関するアンケート

『道の駅』は「道路利用者に安全で快適な道路交通環境を提供し、

地域振興にも寄与できる公共施設を」という目的で登録制度がスタ

ートしてから 年目に入りました。改めて『道の駅』について、率

直なご意見をお聞かせください。

Ｑ１．あなたが『道の駅』に期待するのはどんなことですか？（該

当するもの６つまで）

①十分な駐車場、休憩スペース ②地元の人とのふれあい

③経路や混雑などの道路情報 ④災害時の避難所の機能

⑤地域の歴史や文化を学んだり展示会など活動の場

⑥近隣の道の駅の情報

⑦年中無休、 時間利用可能などのサービス

⑧防災備蓄や設備の充実 ⑨地元や近隣の催事や観光情報

⑩災害の歴史を含む地域の地理的特徴の情報

⑪地域住民の寄りあいの拠点 ⑫情報提供システムの整備

⑬その土地ならではの産品、郷土料理

⑭災害時の復旧、救援活動の拠点 ⑮周遊など広域的な観光情報

⑯感じのよい駅員（スタッフ）の応対 ⑰ソバ打ち等の体験

⑱緊急医療情報や災害情報の提供

Ｑ２．今まであなたが利用した道の駅で、道の駅らしい（お気に入

りの）駅はありますか？ 駅名とその理由をお聞かせください。（３

つまで）

Ｑ３．道の駅らしくない お勧めできない と思う駅はありますか？

駅名とその理由をお聞かせください。（３つまで）

Ｑ４．『道の駅 への要望・期待などありましたらお聞かせください

Ｑ５．この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者

と
共
に
考
え
よ
う
と
毎
号
、
「
人
と
道
」
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意

見
は
本
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行

政
や「
道
の
駅
」関
係
の
諸
団
体
に
も
提
供
し
、

「
道
の
駅
」
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
ま

す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の
み

を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外

部
に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
遠
慮
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で

人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
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回答用紙に記入し 点線に沿って切り抜き ハガキに貼付して投函してください ホームペー

ジ ‐ からも回答できます。締切は平成 年１月 日。宛先

は、〒102‐0075東京都千代田区三番町７－１ 朝日三番町プラザ ＮＰＯ法人 人と道研究会。

ご回答方法

第 号『道の駅に関するアンケート』回答用紙

Ｑ１：① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

Ｑ２：１）ａ．駅名

ｂ．理由

２）ａ．駅名

ｂ．理由

３）ａ．駅名

ｂ．理由

Ｑ３：１）ａ．駅名

ｂ．理由

２）ａ．駅名

ｂ．理由

３）ａ．駅名

ｂ．理由

Ｑ４：

Ｑ５：ａ） 県 ｂ） 駅名

お名前
フ リ ガ ナ

：

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： － －

性別：男性・女性： 歳 ご職業：

通信欄： その他ご意見等がありましたらご記入ください
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ａ

春木一也店長

『全国道の駅発祥の地』である当駅で

は、水と緑に囲まれたのどかな雰囲気と水琴窟の

澄んだ音色がドライブ疲れを癒してくれます。お

食事は新鮮な山の幸・海の幸と手づくりにこだわ

った『龍頭ヶ滝定食』をどうぞ。売店では厳選し

た材料の『みそまんじゅう』が人気です。

島根県雲南市掛合町掛合1800－2

国道 号 0854－62－1510

木村輝明駅長

十和田湖、奥入瀬渓流観光東玄関口に

位置し広大で美しい景観を楽しめます。東北最大

規模のログハウス内レストランで、自慢の十和田

湖和牛ステーキやご当地Ｂ－１グルメの十和田バ

ラ焼、奥入瀬源流水のコーヒーを召し上がり下さ

い。４種類の地ビールもオススメ。

青森県十和田市大字奥瀬字堰道 －1

国道102号 0176－ －3201

島内邦夫駅長

九州筑後平野の中央にあり、周辺はの

どかな田園風景と掘割が広がる癒しの空間です。

九州一のきのこ産地なので、直売所でもきのこの

もぎ取り体験が人気。周辺の農地を使った収穫体

験も多数行われ、採れた野菜を食べられるレスト

ランも。めぇーよ駅長ユキちゃんも待ってます。

福岡県大木町横溝1331－1

国道442号バイパス 0944－75－2150

ドイツ映画に学ぶ・市民の力

シ
ェ
ー
ナ
ウ
で
も
、
電
力

会
社
や
官
僚
の
圧
力
に
屈
し

か
け
る
が
、
そ
こ
で
妥
協
せ

ず
支
援
活
動
の
輪
を
広
げ
て

対
抗
し
た
。そ
の
パ
ワ
ー
は
、

自
分
た
ち
が
住
む
町
、
子
ど

も
や
孫
の
未
来
を
想
う
こ
と

か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
人
任

せ
に
せ
ず
徹
底
的
に
自
分
た

ち
の
手
作
り
の
仕
組
み
を
作

る
。市

民
の
情
報
発
信
か
ら
始

ま
り
、
自
分
た
ち
の
電
力
会

社
を
作
っ
て
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
供
給
を
実
現
し
、
国
の

政
策
ま
で
変
え
た
の
だ
。

ド
イ
ツ
人
は
国
が
定
め
た

仕
組
み
に
従
順
で
、
市
民
運
動

で
仕
組
み
を
変
え
る
パ
ワ
ー
は

持
た
な
い
国
民
と
思
っ
た
が
、

シ
ェ
ー
ナ
ウ
は
市
民
の
手
で
社

会
の
仕
組
み
が
変
え
ら
れ
る
こ

と
を
証
明
し
た
。

私
も
自
分
の
住
む
地
域
に
目

を
向
け
た
市
民
活
動
の
展
開
を

考
え
た
い
。
そ
の
時
に
着
目
す

べ
き
は
全
国
で
１
０
０
０
カ
所

に
も
な
る
「
道
の
駅
」
だ
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
、
自
分
た

ち
の
地
域
の
農
業
が
自
然
や
命

を
守
る

仕
事

を
す
れ
ば
、
地

域
の
道
の
駅
は
そ
の
活
動
を
支

援
す
る
拠
点
に
な
れ
る
。
道
の

駅
に
は
地
域
住
民
の
ほ
か
遠
隔

地
の
市
民
も
立
ち
寄
る
。
一
つ
の

道
の
駅
で
１
０
０
０
人
の
市
民
が

活
動
す
れ
ば
、
全
国
で
１
０
０
万

人
の
活
動
と
な
り
、
シ
ェ
ー
ナ
ウ

の
活
動
が
１
０
０
０
カ
所
で
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

道
の
駅
の
活
動
も
「
仕
事
」
と

「
稼
ぎ
」の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
だ
。

地
域
住
民
に
よ
る
自
然
や
命
を
守

る

仕
事

を
情
報
発
信
し
、
活
動

を
支
援
す
る
市
民
の
輪
を
広
げ

る
。
そ
れ
が
道
の
駅
の
仕
事
で
本

来
担
う
べ
き
機
能
で
も
あ
ろ
う
。

道
の
駅
を
地
域
の
活
動
拠
点
に

生
き
も
の
調
査
活
動
は
、
地
域

の
自
然
と
命
を
守
る「
仕
事
」だ
。

そ
の
活
動
の
拠
点
を
道
の
駅
に
置

け
ま
い
か
。
地
域
の
四
季
の
変
化

と
生
き
も
の
の
命
の
繋
が
り
が
分

か
る
情
報
を
発
信
し
、
道
の
駅
は

地
域
住
民
と
遠
く
の
市
民
の「
心
」

を
つ
な
ぐ
仕
事
が
で
き
る
。

農
産
物
直
売
と
い
う

稼
ぎ

の

切
り
口
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の

地
域
の
自
然
と
命
を
守
る「
仕
事
」

を
す
る
市
民
が
集
う
場
所
、
そ
れ

が
道
の
駅
で
あ
れ
ば
、
と
想
う
。

東
北
大
学
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
教
授
。
三
重
県
生
ま
れ
、
東
北
大
学
大

学
院
修
了
。
広
島
大
学
助
手
を
経
て
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
助
教
授
、
同
教

授
、
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
客
員
教
授
、
麗
澤
大
学
客
員
教
授
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王

立
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
な
ど
を
歴
任
。
２
０
０
７
年
に
紫
綬
褒
章
受
章
。

環
境
考
古
学
者

安
田

喜
憲
さ
ん
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東
日
本
大
震
災
で
脚
光
を
浴

び
た
「
環
境
考
古
学
」
。
そ
の

生
み
の
親
で
こ
の
道
の
第
一
人

者
だ
。
気
候
や
地
理
条
件
な
ど

人
間
の
生
活
に
環
境
が
ど
ん
な

影
響
を
与
え
た
か
。
土
中
の
花

粉
の
化
石
な
ど
か
ら
自
然
環
境

の
変
遷
を
探
る
地
道
な
学
問
。

自
然
の
影
響
を
受
け
て
土
地
は

ど
う
変
化
し
、
人
は
土
地
を
ど

う
利
用
し
て
き
た
か
。
災
害
の

歴
史
も
分
か
り
、
将
来
予
測
に

も
役
立
つ
。

だ
が
、
学
問
と
し
て
認
知
さ

れ
る
ま
で
は
苦
労
の
連
続
。「
森

が
な
く
な
る
と
文
明
は
滅
び

る
」
。
「
気
候
が
変
わ
っ
た
ら

文
明
が
崩
壊
す
る
」
と
指
摘
し

て
も
気
に
と
め
る
人
は
い
な
か

っ
た
。
当
時
の
学
会
は
経
済
的

研
究
が
主
流
で
相
手
に
さ
れ
な

い
。
大
学
の
教
員
公
募
に

回

も
落
ち
、
広
島
大
学
助
手
で

年
間
、
下
積
み
の
研
究
を
続
け

た
。そ

れ
に
も
め
げ
ず
１
９
８
０

年
、
環
境
考
古
学
を
提
唱
し
、

環
境
と
人
間
生
活
の
か
か
わ
り

解
明
に
熱
中
し
た
。
注
目
さ
れ

始
め
た
の
は

年
代
後
半
。
地

球
環
境
問
題
が
人
々
の
注
目
を

あ
び
は
じ
め
て
か
ら
の
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
環
境
考
古
学
に
革

命
を
も
た
ら
す
発
見
が
あ
っ

た
。
日
本
の
湖
底
の
堆
積
物
に

は
夏
と
冬
で
繁
茂
状
況
の
違
う

珪
藻
（
け
い
そ
う
）
が
年

輪
の
よ
う
に
何
千
年
分
も

縞
模
様
と
な
り
、
堆
積
し

て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ

の
年
縞
の
発
見
で
１
年
単
位
の

年
代
測
定
が
可
能
と
な
っ
た
。

今
世
界
は
、
市
場
原
理
主
義

一
色
だ
が
、
「
山
川
草
木
国
土

悉
皆
成
仏
」
と
、
植
物
に
も
心

が
あ
る
と
信
じ
て
き
た
日
本
人

の
環
境
意
識
は
、
国
際
的
に
も

先
進
的
だ
と
評
価
さ
れ
て
お
り

誇
っ
て
い
い
、
と
考
え
る
。

来
日
し
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

世
と
も
、
環
境
や
文
明
に
つ
い

て
宗
派
を
超
え
語
り
合
っ
た
。

日
本
人
は
、
「
利
他
の
心
」
で

地
球
環
境
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
、
と
訴
え
る
。

地
球
環
境

利
他
の
心

で
大
切
に
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外

奈
良

正

世
の
中ナ

カ

は

空ム
ナ

し
き
も
の
と

あ
ら
む
と
ぞ

こ
の
照
る
月
は

満ミ

ち
欠カ

け
し
け
る

（
万
葉
集
・
巻
三
・
四
四
二
番
）

人
の
世
の
中
は
、
空む

な

し
い
も
の
だ
！
そ
の
空む

な

し
さ
は
、
斯こ

う
な
の
だ
。
と
、
夜
空
に
照
り
輝

か
が
や

い
て
い
る
月
は
、
自

み
ず
か

ら
満
ち
た
り
、
欠
け
た
り
し
て
、
人
に
無
常
を
知
ら
せ
て

い
る
の
だ
ナ
ァ
。

×

×

×

「
膳か

し

部は
べ

王
を
悲
し
む
」
の
付
記
。
作
者
不
詳
。

天
空
を
渡
る
月
が
、
満
ち
た
り
欠
け
た
り
す
る
の
を
、
「
月

の
生
・
繁
栄
と
死
・
消
滅
」
と
感
得
し
て
、
人
間
も
月
と
同
じ

宿
命
で
あ
る
。
盛さ

か

り
を
過
ご
し
た
膳
部
王
は
衰

お
と
ろ

え
て
死
ん
だ

の
だ
。
悲
し
い
こ
と
よ
！

こ
の
歌
の
解
釈
だ
が
、
こ
の
通
説
を
鵜
呑

う

の

み
で
納
得
を
し
て

い
い
の
だ
ろ
う
か
。

挽ば
ん

歌か

｜
残
さ
れ
し
者
の
念お
も

い

万
葉
人
も
月
が
、
新
月
か
ら

三
日
月
・
上
弦
・
満
月
・
下
弦

月
へ
、
更
に
闇
夜
を
経へ

て
、

再
ふ
た
た

び
大
空
に
登
場
す
る
こ
と

を
∪
∪
∪
∪巡め

ぐ

り
来
る
月
々

つ

き

づ

き

に
、
月

は
、
「
生
成
と
消
滅
」
を
繰
り

返
し
て
い
る
こ
と
を
熟
知
し
て

い
た
。

こ
の
歌
の「
満
ち
欠
け
」
は
、
変
化
の
進
行
過
程
の
表
現
で
、

次
に
月
は
必
ず
、
再
生
・
復
元
す
る
。

さ
す
れ
ば
、
一
度

ひ

と

た

び

、
呼
吸

い

き

の
絶
え
た
膳
部
王
も
、
月
の
よ
う

に
息い

き

を
吹
き
返
し
、
蘇
生

よ

み

が

え

る
は
ず
だ
！

膳
部
王
よ
、
魂
よ
還か

え

っ
て
来
い
！
早は

や

く
、
早
く
！

斯こ

う
理
解
す
る
の
が
こ
の
歌
の
主
意
で
あ
り
、
作
者
の
念お

も

い

で
あ
り
、
正
真
正
銘

し
ょ
う
し
ん
し
ょ
う
め
い

の
挽
歌
と
な
る
。

挽
歌
は
、
肉
体
か
ら
遊
離
し
た
魂
を
、
招ま

ね

き
還か

え
し
、
鎮し

ず

め

る
こ
と
を
も
く
ろ
む
歌
で
あ
る
。
即
ち
、
肉
体
の
蘇
生
復
活
へ

の
活
動
で
あ
る
。
単た

ん

に
、
亡
き
人
の
生
前

せ

い

ぜ

ん

を
偲し

の

び
、
傷い

た

み
悲
し

む
追
悼

つ

い

と

う

は
、
二
次
の
発
生
で
、
原
初
の
元
点
で
は
な
い
。

東
日
本
の
地
震
・
津
波
の
被
災
者
は
、
死
者
一
万
五
千
八
百

七
十
余
人
。
行
方
不
明
者
二
千
八
百
十
余
人
∪
∪
∪
∪。

こ
の
人
達
の
魂
魄

こ

ん

ぱ

く

は
、
帰か

え

る
処
を
知
ら
ず
、
今
な
お
幽
明

ゆ

う

め

い

世

界
で
、
浮
遊
混
迷
し
て
い
る
∪
∪
∪
∪。

残
さ
れ
し
者
の
挽
歌
も
止や

む
こ
と
な
く
、
魂
魄
帰
還

き

か

ん

へ
の
念

い
は
、
痛
切
の
極き

わ

み
に
あ
ろ
う
。
合
掌

（
万
葉
研
究
家
）

立和田孝之駅長

霧島から桜島、鹿児島市、本土最南端

の佐多岬へのルート上に開設され、年間 万人以

上の来館者がある観光・行政情報の中核施設です。

㍍の長い足湯で奥錦江湾と桜島の景観を楽しみ、

レストランで「海鮮大漁丼」、温泉水を飲んで育

った豚の「美湯豚丼」をご賞味ください。

鹿児島県垂水市牛根麓1038－1

国道220号 0994－34－2237

田中良平支配人

日本海の素晴らしい夕日に出合える

駅。山陰沖の新鮮な海産物、標高差を活かした多

彩な農産物などの格安販売が大好評です。この地

域だけの無角和牛は肉が柔らかく独特の風味があ

り、美容と健康面からも注目されています。平成

年４月に全面リニューアルオープンの予定。

山口県阿武町奈古2249

国道191号 08388－2－0355

川人建介駅長

うるう年の今年は、四国八十八ヶ所参

りのお遍路さんが多数お見えです。レストランで

は木頭ゆずを使ったばらずし「かきまぜ」が大変

好評で、ゆずの酸味と香りが長旅で疲れた時でも

食欲をそそるそうです。また、搾りたての新鮮な

ゆず酢も販売しております。

徳島県那賀町和食郷田野

県道 号線 0884－62－3109
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月から始まっている赤い羽根

共同募金は今年、 周年を迎えま

した。

東日本大震災の被災者支援や復

興支援に対し、共同募金は大きな

役割を果たし、たすけあい精神に

基づく「義援金・寄付金」という

支援が全国に拡がる重要性を改め

て印象付けました。

支援活動は長期的、継続的に続

ける事が大切です。東京都共同募

金会は、都内でも、震災等に備え

た災害弱者対策事業に対する支援

を強化してまいります。

〒169－ 東京都新宿区大久

保３－ －１－201 東京都大久

保分庁舎 社会福祉法人 東京都

共同募金会

‐

赤い羽根共同募金

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

ａＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

道の駅や道路などに関する読者の皆さまの様々

な声を紹介しています。お便りはハガキで〒

102⊂0075東京都千代田区三番町７－１朝日三番

町プラザ ＮＰＯ法人 人と道研究会宛にお寄せ

ください。パソコン・携帯からは、読者専用の

メールＢＯＸ（ ‐ ）

へ。写真の投稿も歓迎。採用分には記念品をプ

レゼントします。

◆お便り募集

ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
時
に
、
よ
く

道
の
駅
に
寄
り
ま
す
。
も
し
、
道

の
駅
が
な
け
れ
ば
、
単
に
通
過
す

る
だ
け
で
、
そ
の
地
域
に
つ
い
て

何
も
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す

が
、
歴
史
や
名
産
品
、
そ
し
て
付

近
の
観
光
地
な
ど
様
々
な
情
報
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
人
々
の
暮

ら
し
が
あ
り
、様
々
な
特
産
品
も
、

そ
の
地
域
の
文
化
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
道
の
駅
は
、
単
な
る
休
憩

所
だ
け
で
な
く
、
私
が
見
過
ご
し

か
け
て
い
た
各
地
の
文
化
に
目
を

向
け
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
で
す
。

（
茨
城
県
高
萩
市

団
体
職
員
・

歳
）

道
の
駅
大
ス
キ
な
ん
で
す
が
、

観
光
バ
ス
が
来
た
時
だ
け
サ
サ
サ

ッ
と
試
食
コ
ー
ナ
ー
を
出
し
て
、

バ
ス
が
行
っ
て
し
ま
う
と
、
サ
サ

サ
ッ
と
試
食
用
を
さ
げ
る
の
が
す

ご
く
い
や
！
！
ケ
チ
だ
な
〜
と
思

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
（
愛
知
県
豊

田
市

女
性
会
社
員
・

歳
）

息
子
は
、
８
月
初
め
友
人
と
気

仙
沼
、
陸
前
高
田
を
訪
れ
、
東
日

本
大
震
災
の
爪
跡
を
目
の
あ
た
り

に
し
、
ど
う
し
て
も
夏
休
み
中
に

甥
（
中
一
）
、
姪
（
小
三
）
に
見

せ
た
い
と
８
／

、

の
強
行
軍

で
私
と
娘
５
人
で
災
害
地
を
訪
れ

ま
し
た
。
建
物
の
一
階
部
分
が
つ

ぶ
れ
て
い
た
り
、
こ
わ
れ
た
ま
ま

の
住
宅
や
店
舗
の
気
仙
沼
肇
桑
地

区
の
第

共
徳
丸
の
巨
大
な
船
の

姿
。
何
よ
り
も
言
葉
を
失
っ
た
の

は
陸
前
高
田
。
一
本
松
と
平
地
に

残
さ
れ
た
ま
ま
の
市
役
所
、
消
防

署
や
Ｊ
Ａ
の
無
残
な
建
物
。
思
わ

ず
娘
と
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
祈
っ

て
い
ま
す
。
（
千
葉
県
柏
市

主

婦
・

歳
）

主
人
と
道
の
駅
を
よ
く
利
用
し

て
い
ま
す
。
主
人
は
、
足
を
ち
ょ

っ
と
悪
く
し
て
い
る
た
め
、
身
体

障
害
者
用
に
駐
車
場
を
み
つ
け
る

の
で
す
が
、
台
数
も
少
な
く
、
い

つ
も
満
車
の
事
が
多
い
た
め
、
と

て
も
不
自
由
し
て
い
ま
す
。
何
か

よ
い
解
決
策
は
な
い
も
の
か
と
行

く
た
び
に
思
い
ま
す
。
（
埼
玉
県

行
田
市

主
婦
・

歳
）

私
の
住
ん
で
い
る
名
取
も
津
波

の
被
害
が
甚
大
で
し
た
。
で
も
未

来
を
担
う
高
校
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ

確
固
た
る
意
見
を
も
っ
て
将
来
を

見
据
え
て
い
る
こ
と
に
は
希
望
を

感
じ
ま
す
。
ま
た
福
島
県
い
わ
き

市
の
「
よ
つ
く
ら
」
も
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

仮
店
舗
の
「
宮
古
」
や
「
高
田
の

松
原
」
「
な
ろ
は
」
な
ど
の
復
興

も
早
く
見
て
み
た
い
で
す
。
（
宮

城
県
名
取
市

主
婦
・

歳
）

「
道
の
駅
と
ブ
ー
ム
の
直
売
所
」

考
の
記
事
に
つ
い
て
、
確
か
に
以

前
は
農
家
老
人
の
小
遣
い
や
生
き

が
い
で
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
は

ほ
と
ん
ど
の
生
産
者
（
出
品
者
）

は
収
入
の
多
く
を
直
売
所
に
期
待

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
高
く
売
れ
る
も
の
を
、
多

く
の
人
が
生
産
し
ま
す
の
で
大
切

な
の
は
、
売
物
（
生
産
物
）
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
役
目
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

（
千
葉
県
睦
沢
町

自
営
業
・

歳
）縄

文
時
代
「
森
林
の
民
」
は
耕

作
栽
培
に
第
一
歩
で
狩
猟
採
集
か

ら
栽
培
と
い
う
形
態
が
わ
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
て
い
て
あ
ら
た
め

て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
の
「
来
た

見
た

や
っ
て
み

た
」
の
写
真
群
興
味
深
く
拝
見
し

ま
し
た
。
折
を
み
つ
け
、
そ
の
地

へ
出
掛
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
号
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

小
生

歳
。
個
人
で
数
人
の
高
齢

者
に
食
事
を
作
り
届
け
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
人
た
ち
の
気
晴

ら
し
に
時
に
は
車
に
乗
せ
て
近
隣

を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
そ
う
い
っ
た
関
係
で
近
く
の

道
の
駅
に
は
良
く
立
寄
っ
て
い
ま

す
。
天
然
だ
し
当
っ
た
ら
良
い
ね

え
と
仲
間
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
（
埼
玉
県
春
日
部
市

男
性

・

歳
）

「
四
万
十
川

小
舟
に
揺
ら
れ

お
嫁
入
り
」
の
写
真
に
は
惹
か
れ

ま
し
た
。
紅
白
の
幕
に
囲
ま
れ
て

新
郎
？
新
婦
が
チ
ョ
コ
ン
と
座
っ

て
い
る
。
よ
く
見
れ
ば
新
郎
は
か

な
り
の
お
年
か
と
思
い
き
や
、
花

嫁
の
お
父
さ
ん
で
は
あ
る
ま
い

か
。
こ
ん
な
風
景
が
今
も
日
本
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
花
嫁
さ
ん
、
末
永

く
お
幸
せ
に
。
（
京
都
府
亀
岡
市

無
職
男
性
・

歳
）

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
多
く

の
人
の
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
は
鹿
児
島
に
住
ん
で
い

ま
す
。
平
成
５
年
８
月
６
日
の
豪

雨
災
害
。
ま
た
今
も
な
お
活
発
な

桜
島
に
よ
る
灰
の
被
害
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
自
然
の
力
に
は

私
た
ち
人
間
は
太
刀
打
ち
で
き
ま

せ
ん
。
な
る
だ
け
被
害
を
受
け
な

い
よ
う
防
御
す
る
だ
け
で
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
た
我
々
が
前
を
向
い
て

歩
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
次
の
世
代
に
防
災
に
対

す
る
知
識
と
知
恵
を
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
（
鹿
児
島
市

会
社
員

女
性
・

歳
）

鉄
道
に
駅
が
あ
る
よ
う
に
、
道

に
も
駅
が
あ
る
。
記
憶
に
残
っ
て

い
る
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
休
み
の
日

に
は
ど
こ
か
へ
出
か
け
た
く
な
る

気
分
に
な
り
ま
す
。
国
道
を
走
っ

て
い
る
と
、
道
の
駅
が
ふ
え
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
個

性
が
あ
り
温
泉
や
散
歩
コ
ー
ス
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
物
産
館
も
あ
り
、

た
ま
に
は
イ
ベ
ン
ト
と
出
合
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
通
過
す
る
駅
か

ら
目
的
地
と
し
た
い
駅
も
あ
り
ま

す
。
ふ
だ
ん
高
速
を
使
う
こ
と
も

な
い
私
に
は
道
の
駅
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
思
い

ま
す
。
（
広
島
市

会
社
員
男
性

・

歳
）

〝
道
の
駅
文
庫
〞
東
京
の
中
の

地
名
か
ら
、
災
害
の
発
し
や
す
い

地
方
紹
介
、
解
説
し
て
く
れ
る
事

が
有
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
私
の
住
む

新
潟
と
い
う
地
か
ら
考
え
ま
す

と
、
新
潟
も
〝
潟
〞
と
い
う
字
の

付
く
地
名
が
多
く
、
埋
め
立
て
を

行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
盤
沈

下
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
地
名
は
昔
の
、
そ
の

地
の
状
況
を
教
え
て
く
れ
る
、
と

い
う
こ
と
が
知
れ
た
の
が
、
う
れ

し
い
も
の
で
し
た
。
（
新
潟
県
阿

賀
野
市

男
性
会
社
員
・

歳
）
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柴田トヨ

「百歳」

飛鳥新社

りんごの冷製スープ 和栗ポタージュ

豊の天然だし

∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫

国土交通省は９月 新たに「道の駅」９駅を追加登録した。全国の道の駅はこれで996駅になり今年度内の1000

駅到達が確実になった。今回の追加登録は千葉、埼玉、愛知、岐阜、福井、島根、広島各県１カ所と宮崎県２駅

の計９駅。道の駅は1993年に全国103駅が登録され、今年 年目に入っている。 （下表は国交省ＨＰより）

道の駅 全国計996駅に
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√

√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√

★
タ
テ
の
鍵

１

♪
函
館
名
物
○
○
踊
り
〜

２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
動
画
○
○
○
○
中

３

俳
句
に
含
ま
れ
る
も
の
と
い
え
ば
？

４

紅
葉
や
銀
杏
な
ど
、
秋
は
コ
レ
が
楽
し
み
で
す

５

ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
の
表
面
に
で
き
ま
す

７

奥
様

８

医
師
も
博
士
も

就
寝
時
の
衣
装
で
す

観
光
案
内
は
バ
ス
○
○
○
に
お
任
せ

ち
ょ
っ
と
だ
け
眠
っ
て
お
こ
う

山
梨
名
産
の
果
物
と
い
え
ば
？

⇔

文
系

ラ
ス
ベ
ガ
ス
や
マ
カ
オ
で
盛
ん
。
ど
う
な
る
法
案

！？ハ
ズ
レ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

牛
肉
が
ビ
ー
フ
な
ら
鶏
肉
は
？

や
っ
ぱ
り
○
○
○
は
目
黒
に
限
る

こ
の
動
物
園
に
は
パ
ン
ダ
が
い
ま
す

目
を
閉
じ
て
、
そ
っ
と
唇
、
重
ね
あ
う

飛
車
の
ラ
イ
バ
ル

十
×
２
＋
日
＋
人
＋
干

？

●クロスワードパズルの答えＡ～Ｈを記入し、①氏

名②郵便番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢

⑦趣味⑧この新聞を手に入れた場所⑨今号で一番興

味をもった記事⑩その他のご意見・ご感想をハガキ

に明記し、〒102‐0075東京都千代田区三番町７｜１

朝日三番町プラザ ＮＰＯ法人人と道研究会、１月

日必着でお送りください。パズルの正解者には抽

選で 名様に記念品をプレゼントします。
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⊃

応
募
方
法

★ヨコの鍵
１．ルール○○○、やってはなりません！

３．外国から戻りました

６．サザエもハマグリも

７．スケジュールの確認、○○○はいかがですか？

８．白雪姫はコレ入りのリンゴを食べてしまいました

９．映画のこと

．人気商品は発売前からコレしておかなきゃ！

．γ

．雌牛を英語でいうと？

．バス○○、ゆったりと浸かろう

．魚を適度なサイズにカット、コレなら食べやすい

ね？

．スゴロクはボードゲーム、トランプは○○○ゲー

ム

．ノックしてお入りください

．東京は都知事、神奈川は？

．多芸・○○○

．○○○、今日、明日

．動物園で首を長くして待ってますよ

．○○、ビン、ペットボトル。○○捨て禁止！

．フフフッとニッコリ、○○を浮かべる

．風邪の予防、口元をコレで覆う

．露天風呂はこの木の香りで楽しみたい

35号の正解は

ミチノエキダイスキ でした

問題作成 寺崎美保子
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⊃

最
愛
の
人
を
失
い

大
切
な
も
の
を
流
さ
れ

あ
な
た
の
悲
し
み
は

計
り
し
れ
ま
せ
ん

で
も
生
き
て
い
れ
ば

き
っ
と
い
い
事
は
あ
り
ま
す

お
願
い
で
す

あ
な
た
の
心
だ
け
は

流
さ
れ
な
い
で

不
幸
の
津
波
に
は

負
け
な
い
で

百
歳
に
な
っ
た
柴
田
ト
ヨ
さ

ん
の
詩
集
か
ら
、
「
被
災
地
の

あ
な
た
に
」
で
す
。
柴
田
ト
ヨ

さ
ん
の
詩
集「
く
じ
け
な
い
で
」

は
本
紙
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が

大
変
多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
柴
田
さ
ん
が
め
で
た

く
百
歳
に
な
ら
れ
第
二
詩
集
を

出
し
た
の
で
す
。
百
歳
ま
で
生

き
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
至
難

の
こ
と
、
そ
の
上
に
詩
集
を
編

む
と
い
う
こ
と
に
、
私
は
驚
愕

の
思
い
で
こ
の
書
に
向
き
合
い

ま
す
。

空
は

夢
を
育
み

花
は

心
に
潤
い
を

風
の
囁
き
は

幾
た
び

私
を

は
げ
ま
し
て
く
れ
た

だ
ろ
う

あ
っ
と
い
う
間
の
九
十
九
年

両
親
も
夫
も

お
友
だ
ち
も

み
ん
な
逝
っ
て
し
ま
っ
た

で
も
次
の
世
で
会
え
る
わ
ね

私

笑
顔
で
会
い
た
い

そ
し
て

い
ろ
い
ろ
な
こ
と

は
な
し
て
あ
げ
た
い

百
歳
の
ゴ
ー
ル
を

胸
を
張
っ
て
駆
け
抜
け
よ
う

「
百
歳
」
か
ら

柴
田
ト
ヨ
さ
ん
み
た
い
な
人

が
そ
こ
に
い
る
、
と
い
う
こ
と

だ
け
で
私
は
生
き
る
力
が
湧
い

て
き
ま
す
。
な
ん
だ
、
お
ま
え

は
ま
だ
小
僧
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。

人
生
は
如
何
に
長
く
呼
吸
し
た

か
、
で
は
な
い
、
如
何
に
み
ず

み
ず
し
い
心
を
持
ち
続
け
た
か

で
は
な
い
か
、と
思
い
ま
し
た
。

「
さ
あ
顔
を
あ
げ
て
空
を
見

ま
し
ょ
う
」
「
辛
く
な
っ
た
ら

少
し
休
ん
で
空
を
見
て
ま
っ
す

ぐ
歩
い
て
い
く
の
よ
」
「
彼
方

の
空
の
夕
星
が
涙
の
よ
う
に
光

っ
て
い
る
」

く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

柴
田
さ
ん
の
詩
を
思
い
出
し
て

気
力
を
引
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
花
信
風
子
）
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プ
ロ
の
味
が
楽
し
め
る
国
産
素
材

６
種
（
無
添
加
）
の
『
豊
の
天
然
だ

し
』
を

人
に
。

さ
ら
に
天
然
だ
し
を
使
っ
た
ご
当

地
料
理
の
写
真
と
レ
シ
ピ
を
送
っ
て

く
れ
た
当
選
者
の
中
か
ら
、

人
に

天
然
だ
し

パ
ッ
ク
入
り
を
贈
る
ダ

ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
も
。

ス
ー
プ
仕
立
て
の
さ
わ
や
か
ス
イ

ー
ツ
「
あ
お
も
り
か
ら
の
贈
り
物

り
ん
ご
の

冷
製
ス
ー

プ
」
と
モ

ン
ブ
ラ
ン

の
よ
う
な

ス
イ
ー
ツ

「
あ
お
も

り
か
ら
の

贈
り
物

和
栗
ポ
タ

ー
ジ
ュ
」

の
２
個
入

り
セ
ッ
ト

を

人

に
。

提供：ハーベストジャパン

‐

提供：㈱ニッコーフーズコーポレーション
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プ
レ
ゼ
ン
ト
希
望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
の
商

品
名
を
書
き
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
、
住
所
③
電
話

番
号
④
性
別
⑤
年
齢
⑥
職
業
⑦
趣
味
⑧
こ
の
新
聞
の

入
手
先
⑨
今
号
で
一
番
良
か
っ
た
記
事
⑩
ご
意
見
・

ご
感
想
を
明
記
し
、
〒

｜
０
０
７
５

東
京
都
千

代
田
区
三
番
町
７
｜
１
朝
日
三
番
町
プ
ラ
ザ

Ｎ
Ｐ

Ｏ
人
と
道
研
究
会
宛
、
郵
送
く
だ
さ
い
。
１
月

日

必
着
。
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
応
募
さ
れ
た
方
の
個
人
情
報
は
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
厳
重

に
管
理
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
提
供
の
た
め
及
び
当
Ｎ
Ｐ

Ｏ
か
ら
の
ご
案
内
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
以
外
の

目
的
で
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応

募

方

法

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

唐沢光章駅長

日本一きれいなトイレ、また来たくな

る道の駅を目指しています。農産物をはじめ土産

品から食堂のメニューまで、徹底して地元産にこ

だわっています くるみソフト くるみおはぎ くる

みだれそば くるみ餅 くるみの初恋等々、特産の

くるみを生かしたメニューやお菓子がたくさん。

長野県東御市滋野乙4524－1

主要地方道小諸上田線 0268－63－0963

出崎善久支配人

隣接する温泉とともに奥美濃大和のラ

ンドマークでもあります。無料の足湯をはじめ農

産加工品などの朝市、展示室、花の交流館、レス

トランなど多彩な施設を揃えています。駅の特選

！一押しは、地元宝暦みそを使い女性やお子様に

も食べやすくした「郡上大和の鶏ちゃん」。

岐阜県郡上市大和町剣164

県道317号 0575－88－2525

藤関明雄駅長

田園地帯にそびえる三角屋根の欧風建

物がひときわ目を引きます。春から秋にはお花畑

で花摘みができ、館内ではハーブやドライフラワ

ーの香りが漂い、フラワーアレンジメントの体験

教室もあります。展望台では、カウベルの音色と

ともに自然豊かな折々の季節感が味わえます。

滋賀県東近江市妹町184－1

国道307号 0749－46－1110
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藤雅仁事務局長

干潟の珍競技、「ガタリンピック」が

毎夏眼前で開催されお馴染みの道の駅です。広大

な有明海と多良山系の大地との自然の恵みをその

まま、〝笑顔のおもてなし〟をモットーにお客様

に提供しています。干潟体験は春夏が主ですが、

秋冬は〝カキ焼き〟をお楽しみください。

佐賀県鹿島市音成甲4427－6

国道207号 0954－63－1768

中田丑五郎駅長

四国霊場 番札所「鶴林寺」のふもと

にあり、お遍路さんのお立ち寄りスポットとして

人気です。特産の勝浦みかんを素材とした〝ここ

でしか買えない〟駅オリジナル土産物も多数ご用

意。大型の産直市、春のビッグひな祭りが開催さ

れる人形文化交流館が隣接しています。

徳島県勝浦町生名字月ノ瀬

県道徳島上那賀線 0885－44－0112

松本泉代表

日高川沿いにある道の駅で、目の前に

広がる水辺サイトの眺めが素敵です。林業の村を

アピールする木工館では、さまざまな木工品が売

れています。３人娘がお待ちしている食堂はメニ

ューも豊富で、オススメはあまご御膳。日本３美

人湯の「龍神温泉」が近くにあります。

和歌山県田辺市龍神村福井511

国道424号 0739－77－0380


